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今日,インバータは,ファン,ポンプをはじめ,食品包装機械,各種エ

作機械,搬送機械,繊維機械,そして半導体製造装置にと,実に様々

な産業分野で使われ,その用途はますます拡大,多様化していま乱

こうしたなかでインバータの果たす役割は,生産性の向_■,省 力化 ,

機械の自動化,省エネルギー化,製品の品質向上など,よ り高い付

加価値を生みだす点にありま坑 そのためには,操作性はもちろん,運

中云illl i竹 J世 Fniにすくれ゙たインバータが有効であり,制 御する機 IIIの

逝ほ状》とに対んいする,インバータカ'ラにめられていますЭ

「I立て
゛
は,この開発′U、想に本づき,ドi度なパワーエレクトロニクス技

術とデジタル1丈争卜Fを結集させたHFC― VWSシリーズを証
`十

二させまし

た。デジタル化は,機 1成の

'上

中云状》との把1屋,ri机をモニタによって容

易にし,さい)にプログラユ、のi覚屯,調竿も前当tにしました。

ETし ,CSA規格認定品も準備してお1)ます

デンタ秒をは り使し巾痣 帰待ま9簡単に。
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デジタルオペレーショ塊機能もしちだんと充実 しました。

特長

■ワイドな機種構成

200VlKVA(0.4kw)力】ら400V300KVA(220kw)
までをシノーズ化。リモー トオペレーションも可能な

S3Aシ リーズ,ボリューム付S3ARン ソーズも罪Iぞ ろえ。

■過員荷制限機能で,粘り強さを実現

過負荷になった場合のインバータの電流を抑制する過

負荷制限機能。さらに,直線加減速機能か,曲線加減速

機能かを選択できるなど,相手機械の運転状況や変化
に応じ,粘 り強い運転が可能です。

■デジタル化による設定,調整で,

操作性,管理面が向上

前面のデジタ7L/操作パネルのキーと16桁LCDの デジタ
ル表示部により,V/Fパターン,加減速時間,多段速
運転,直流制動などがプログラミング (設定)可能。ま
た,イ ンタヾ―夕運転中の出力周波数,出力電流のモニタ

も可能。設定,調整,そ して操作,管理までデジタ/L/裸

作パネルぜ集中して行えます。

■モー トル運転音調整選択機能

インバータのキャリア周波数を変えることにより最適

な音色が選べるモー ト7L/運転音調整選択機能のほか,

任意の 3か所を送べる周波数ジャンプ機能を標準装備

しました。

■さまざまな機能を搭載

加減速時間 (直線加減速選択時)は 0.1～ 2,999。 9秒まで

独立 して設定でき,全 レンジにわたり0.1秒ごとの設定
が可能。さらに,全レンジにわたって0.5Hzか らの周波

数始動を実現。また。多段速度運転,ジ ョギング運転,直

1充制動 (可調),最高周波数調整,周波数上下限リミッタ,

4～ 20mAな どのアナログによる周波数設定時に便利な

ゲイン,バイアス機能などを標準装備しました。

■オプションも充実

適用切替,直流制動外部指命, インバータ出力電1充信
号,過負荷予告信号ソレー出力,運転中信号リレー出
力,周波数到達信号ソレー出力などが,一枚のオプショ
ン基板取 り付けで対応できます。

■デジタルによるリモートオペーレーション,

および設定内容のコピーが容易

(周U売オプション)(S3A)

0ノ モー トオペータで手もと操作のほか,イ ンバータ

盤などの前面からそのままデジタル操作が可能です。

●コピーユニットで, 1台 のインバータに設定してあ

るV/F特性,加速減特性などの内容を読み出し,別の

インバータに転送できます。複数台使用の場合に威力

を発揮 します。

■簡単操作のボリウム付も品ぞろえ (注文生産)

HFC―VWSシ リーズ機種構成

(単位 :kw)

※上記機種には,一部注文生産機種が含まれてぉりま魂

OS3Aシ リーズに

定ボノウム付タイ

も品ぞろえしまし

アナログ感覚で操作で きる周波数設
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■機種略号の説明
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シ リ ー ズ 名 称 20ovtt HFC VWSシリーズ

機種 略 号 (形式)

S3シリーズ ILD3 1 15LD3 1 25LD3 5 5LF3 1 8LF3 50LF3

S3Aシ リーズ ILD3A I1 5LD3A12 5LD3A 3 5LD3A 5 5LF3A 1 8LF3A |ILF3A

S3ARうノリーズ ILD3AR 6LD3AR 2 5LD3AR 3 5LD3AR 55LF3AR 8LF3AR

保   護   構   造 (注 |) 全閉鎖形(IP40) 半閉鎖形(IP20) 開放形(IP00)

最大適 用モー トル (kw)(注 2) 0410751 15 22 55 7.5 ||

定 格 容 量

(kVA)

200V |,0 17 5718.3 ||

220V | | 19 63191

定 格 入 力 交 流 電 圧 三相(3線)200～220/200～ 230V± 10%′ 50/60Hz± 5%

定 格 出 力 電 圧 (V)('主 3) 三相200～ 230(受電電圧に対応します)

定 格 出 力 電 流 (A) 3 1 5 17.5 1651 24

制  御  方  式 正弦波PwM方式 電圧制御方式
出 力 周 波 数 範 囲 ('主4) |～ 20Hz(0 5HZ始動)

周 波 数 設 定 分 解 能 最高周波数の±05%(25± 10℃ )

周 波 数 分 解 能 0 01Hz(50Hz雫 ≠)′ 0 03HZ(120HZ熙 干)

電 圧 /周 波 数 特 性 定トルク′低減トルク及び定出力等36種 (S3A(R)は 43種)選択可

過 負 荷 電 流 定 格 150%′ 60s(0分 間 1回 )

加 速 !減 速 時 間 直線加減速時01～2,9999∝ O Is毎 )′曲線加減速時01～ 230s(S3)～ 2,9999蛍 S3A(R)10s毎 )′加減速個別設定

ト ル ク ブ ー ス ト 手動ブースト/自 動ブースト切替′併用可

始  動  ト ル  ク (注 5) 100～ 50% 100%以上

制 動 トルク
回  生  制  動 約20%(コ ンデンサ帰還形回生制動 ) 約 10～ 20%(コンデンサ帰還形回生制動)

直  流  制  動 減速時最低周波数以下で動作′使用の有無選択可 (最低周波数可変′ブレーキ動作時間′ブレーキカ可調)

入

力

信

号

周波数設定
デジタル操作パネル 日日日による操作

外  部  信  号 2W500nIま たはIW k9可 変抵抗器ボリューム′DCO～ 5V′ DCO～ OV(入カインビーダンス0～ 5V5kQ′ 0～ OV301Ω )′ 4～ 20mA(入 カインビーダンス2509

正・逆転運
転 /停 止

デジタル操作パネル 皿皿 :壬茎聾塑主壁』
:逆転運転′ISTOP:停止による操作

夕1   吉Б   信   号 正転運転/停止(la接点)′逆転運転/停止(la接点)

多 段 速 運 転 最大4段まで設定可 (2a接点指令)′ S3A(R)は最大8段まで可

ジ ョ ギ ン グ 運 転 05～ 9 9Hz′ (O Hztt a接 点指令)

2段 加 減 返 加減速時間の2段階指令

故 障 リ セ ッ ト 故障リセット′出力H雰時迩断(a接点指令)

フ リー ラ ン ス トッ プ 外部入力による出力瞬時述断(la接点指令)

外
部
信
号

周 波 数 到 達 信 号 周波数到達時ON(オ ープンコレクタ出力)

運 転 中 信 号 インバータ運転中ON ―プンコレクタ出力)

周 波 数 モ ニ タ アナログメータ(DCO10V′ ImAフルスケール)′ デジタル周波数カウンタによるモニタ

故 障 表 示 接 点 インバータ異常時ON(IC接 点出力 )

そ の 他 の 機 能
共  通

周波数ジャンプ′周波数上下限リミッタ′最高周波数調整′モートル運転音調整′

電子サーマルレベル調整′直線′曲線加減速′アナロク凋波数設定ノ▼アス・ゲイン

出力周波数表示′モートル回転数表示′出力電流表示′出力電圧ゲイン調整′故障表示

リライト機能 (5ms～ 3msの ,舜時停電′過電流′過電圧′不足電圧によるトリップ発生時に再実行)

S3A,S3AR 周波数変換値設定′商用切替

保 護 機 能

(,主6)

不 足 電 圧 受電電圧が150～ 60V以下で停止

H刃 時 過 電 流 電子回路による保護

過 電 圧 コンバータ部出力電圧が約400V以上で停止

過 負 荷 電子サーマルによる保護 (サーマル値50～ 00%可変 )

フ  ィ  ン  過  熱 温度リレーによる保護

l舜 時 停 電 15mS以 内は運草云継ホ売

失 速 防 止 過電流′過電圧防止回路付

過 負 荷 制 限 機 能 インバータの出力電流を検出し′過負荷時電流抑制

一 般 仕 様

周 囲 温 度 (注7) -0～ 40° C(カバー取りはずし時-0～ 50℃′保存温度-20～ 60°C)| -10～ 50°C(保存温度-20～ 60℃ )
日
Ш 度 2o%90RH(結 露のないこと)

振   動   (注 8) 49m/s2(05G)(10～ 55HZl 2ms2(02G)(0～ 55H⊃

使 用 場 所 標高 |,000以下′屋内(腐食性ガス′塵あいのない場所)

塗 装 色
マンセル5Y7/

オプション

商 用 切 替
ォブション基板取り付けにより

モートルを商用運転からインバータ運転に切替が可能(S3A′ S3ARは標準装備)

オプション

基 板

S3‐OP‐PCB 荷予告信号リピ
ー出力′運転中表示信号リレー出力′周波数至l達信号リレー出力

OP‐PY 運転中表示信号リレー卿 波数到達信号リレー出力

リモ ー トオ ペ レー タ 遠隔操作用オペレニ型型旦塗 m用 (DOP A/DOP‐ 3A)

コ ピ ー ユ ニ ッ ト 設定内容の読出し・転送lm用 (DRW― A)

概  略  質  量 (kg) 4514了 「 521 6 1651 2 1135

(う

(注 1)保護方式はJEN 030 1977に て準拠します。配線穴にはゴムブッシュが挿入されていますが′P20の保護
を必要とする場合は配線用コンジット等を設けて穴を.ミ、さいでくだ

さtヽ。

(,主2)最大適用モートルは日立標準三相モートル4極を示します。他のモートルをど使用の場合はィモートル定格電流10HDが
インバ_夕の定格出力電流をこえないようにしてください。

(注3)出 力電圧は電源電圧が低下すると下がります。

(注 4)モートルを50/60Hzを越えて運転する場合はモートルメーカにお問い合わせください。

(注 5)日立標準三相モートル使用時′最高周波数50/60Hzを選択し′トルクブーストを調整した場合。

(注6)地絡保護はオブション改造にて対応します。

(注 7)カバー取りはずし時とは端子カバーのみの取り1まずし時をさします。保存温度は輸送中の短時間温度
です。

(注8)JIS C09 H(1984)の 言式験方法に準拠。
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シ リ ー ズ 名 称 400V“及 H FC―VWSシリーズ

機 械 略 号(形 式) 16HF3 1 22HF3 100HF3 50HF3 220HF3A 300HF3′

保 護 構 造 (,主 ) 半閉鎖形(IP20) 開放形(IP00)

最大適用モートル (kw)(注 2) 3 7 75 II 15 90  1  110 1  132 220

定 格 容 量

rkVAⅢ

II 16  1  22 122 225

65 17  1  24 H3

定格 入 力交 流 電 圧 三相(3線)380～45V/400～ 460± 10%,50/60Hz± 5%
“

,～平ill`〕 ユ"

定 格 出 力 電 圧 (V)(,主 3) 三相380～ 460(受電電圧に対応します)

定 格 出 力 電 流 (A)

制 御 方 式 正弦波PWM方式 電圧制御方式
出 力 周 波 数 範 囲 (,主 4) I～ 20Hz(0 5Hz始 動 )
周 波数設 定 分 解 能 最高周波数の±05%(25± 10°C)

周 波 数 分 解 能 0 01Hz(50Hz「寺)′ 0 03Hz(120Hz時 )

電 圧 /周 波 数 特 性 定トルク用 4種 ′定トルク十定出力用 5種 ′低減トルク用-2種′低減トルク十定出力用-5種 ′合計36種選択可
過 負 荷 電 流 定 格 150%′ 60s(10分間 I回 )

加 速,減 速 時 間 直線加減速時01～ 2,9999s(Os毎 )′ 曲線カロ減速時01～230s(Os毎 )′加減速個別設定
トル ク ブ ー ス ト 手動ブースト/自 動ブースト切替′併用可
政合  動  ト  ル  ク (注 5) 100%以上 70～ 00%以上

制動トルク
回  生  制  動 約20%(ヨンデンサ帰還形回生制動) 約 0～ 15%(コンデンサ帰還形回生制動)

直  流  制  動 減速時最低周波数以下で動作′使用の有無選択可 (最低周波数可変′ブレーキ動作時間′ブレーキカ可調)

入

力

信

号

周波数設定
デジタル操作パネル 日日日による操作

外 部 信 号 2W500Ω′またはIW kn可変抵抗器ボリューム′DCO～ 5V′ DCO～ OV(入カインビーダンス0～ 5Ⅵ 5kΩ′0～ OV30ka′ 4～ 20mA(入カインピーダンス2509)

正・逆転運
転/停 止

デジタル操作パネル 属‖卜正転運転′1骨 5ヽ :逆転運転′STOP:停止による操作
外  部  信  号 正転運転/停止(a接点)′逆転運転/停止(a接点)

多 段 速 運 転 最大4段まで設定可 (2a接点指令 )

ジ ョギ ン グ 運 転 05～ 9 9Hz′ (O Hztt a接 点指令) 05～ 5Hz
2段 加 減 速 加減速時間の2段階指令

故 障 リ セ ッ ト 故障リセット′出力H舜時遮断 (la接点指令)
フリーランストッブ 外部入力による出力瞬時遮断 (la接点指令)

外

部

信

号

周 波 数 至〕達 信 号 周波数到達時ON(オープンコレクタ出力)

運 転 中 信 号 インバータ運転中ON(オープンコレクタ出力) (C接点出力)

周 波 数 モ ニ タ アナログメータ(DC0 0V′ lmAフルスケール)′ デジタル周波数カウンタによるモニタ

故 障 表 示 接 点 インバータ異常時ON(IC接点出力)

そ の 他 の 機 能
共  通

周波数ジャンプ′周波数上下限リミッタ′最高周波数調整′モートル運転音調整′

電子サーマルレベル調整′直線′曲線加減速′アナロ刻司波数設定バイアス・ゲイン

出力周波数表示′モートル回転数表示′出力電流表示′出力電圧ゲイン調整′故障表示

リライト機能(15ms～3msの H舜時停電′過電流′過電圧′不足電圧によるトリップ発生時に再実行 )

保 護 機 能

(,主 6)

不 足 電 圧 受電電圧が 50～ 60V以下で停止 受電電圧の85%以下で停止

瞬 時 過 電 流 電子回路による保護

凸 わ
鳴 圧 コンバータ部出力電圧が約400V以上で停止

過 負 荷 電子サーマルによる保護 (サーマル値50～ 100%可変)
フ ィ ン 過 熱 温度リレーによる保護

瞬 時 停 電 15ms以内は運転継続

失 速 防 止 過電流′過電圧防止回路付

過負荷 制限機能 インバータの出力電流を検出し′過負荷時電流抑制

一 般 仕 様

周 囲 温 度 (,主 7) 0～ 40.C(カ バー取りはずし時-0～ 50℃ ′保存温度-20～ 60° C‖ -10～ 50℃ (保存温度-20～ 60° C)
氾
血 度 20%90RH(結露のないこと)
振 動 (,主8) 9/m/s105GX O～ 55Hz) 2m/s2(02G)(0～ 55Hz) ケ浄齢ケ;WI乎鞘|
使 用 場 所 標高1,000以下′屋内 (腐食性ガス′塵あいのない場所)

塗 装 色 マンセリレ5Y7/

オブション

商  用  切  替
オブション基板取り付けにより

モートルを商用運転からインバータ運転に切替が可能 (S3A′ S3ARは 標準装備)

商用切替

標準装備
オブション

基  板
S3‐OP‐PCB 直流制動外部指令′インパータ出力電流信号′過負荷予告信号リレー出力′運転中表示信号リレー出力′周波数到達信号リレー出力

OP‐ PY 運転中表示信号リレー出力′周波数到達信号リレー出力

リモートオペレータ 遠隔操作用オペレータlm用 /3m用 (DOP IA/DOP‐ 3A)

ヨ ビ ー ユ ニ ッ ト 設定内容の読出し・転送 Im用 (DRW‐ lA)

概 略 質 量 (kg) 85 1 145 1 15 225 1245 58 1 1051 105 250

照

(注 1)保護方式は」EN 030 977に て準拠します。配線穴にはゴムブッシュが挿入されていますが′P20の保護を必要とする場合は配線用コンジット等を設けて穴を、き、さいでくだ
さい。

(,主2)最大適用モートルは日立標準二相モートル4極を示します。他のモートルをご使用の場合は′モートル定格電流150H〕 がインバータの定格出力電流をこえないようにしてください。
(注3)出 力電圧は電源電圧が低下すると下がります。

(注4)モートルを50/60Hzを越えて運転する場合はモートルメーカにお問い合わせください。
(注5)日 立標準三相モートル使用時′最高周波数50/60Hzを選択し′トルクブーストを調整した場合。
(注 6)地絡保護はォプション改造にて対応します。
(注 7)カバー取りはずし時とは端子カバーのみの取りはずし時をさします。保存温度は輸送中の短時間温度です。
(注 8)」 IS co9H(984)の試験方法に準拠。
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S3シリーズ

腕皿抑四』皿

謝
団

一口

趾
四

申回
一一
中服

デジタル表示部
(18桁LCD表示)

]モ

ード選択部

]デ

ータ設定・変更部

]運

転・停止指令部

]謡

編 卍

]モ

ード選択部

]デ

ータ設定・変更部

]運

転・停止指令部

  (と
―

S3A,S3ARシリーズ

キー
キー筈称 内 容

S3A,S3AR

モ ニ タ モニタモードを選択します。

機 能 機能モードを選択します。(穣巽と毛
=ド
掌壁多謝筆暦犠 、ます)

口己 憶 設定したデータを記憶します。(機能モードのみ)

カーソル移動 データを設定・変更をするところにカーツルを移動します。

ア ッ プ データを設定・変更をします。
●数値の場合 日□でキ1日 □で-1
数字は9→ 0で桁上りとなります(0,1,2,… 8,9,)

0文字の場合 日 囚 で次CA→B]日 □ で戻[B→ A〕
0コードの場合 日 因 で次(例 Ope.… Key→ Te「 minal〕

日□で戻(例 Tc「minal→ ope.―key]
0モードの場合 日 因 で次のモード師JF-00 VFE― VC→ F-01

日 [∃で前のモード(例 F-01 ACCEL→ F-00
ACCEL-1)
VFE―VC3

ダ ウ ン

キーを押し続けると連続してデータが変更します。

正転 運転 正転運転を指令します。

逆転 運 転 逆転運転を指令します。

停 止 運転を停止します。

7



デジタル操作パネルで実現。

■標準接続図

(200V級の場合 )

MON関 係

関係

●周波数指令方法

●運転指令方法

関 係  ●V/pリーン

●加速時間設定

0減速時間設定

(F‐ 00)

(F‐ 0)

(F‐ 02)

デジタル操作バネル(Ope‐ key)

デジタル操作ノ幣)ЩOpe‐ keyl

最高周波数60Hz,定 トルク特性

0秒

10秒

デジタル操作パネルのみで周波数設定,運

転・停止を行えます。

(注 )400V級 は必ず制御電源RO,T。 を接続してください。

接続しないと制御回路に電源が供給さイνよいため運転
できません。

RST∪ Vw

(ヽ
 ■標準設定 (主な設定のみ)〈 S3シリーズ〉……その他は,モニタ磯台ヒー覧をご参月Rください。

静鷲華難ユ……i韓韓導等門導 g

■標準設定 (主な設定のみ )〈S3A,S3ARンノーズ〉…… その他は,モニタモードー覧,機能モードー覧を参照くださtヽ。

広 煮 垂 蝕 関 係  ●醜 翔 定  lFS1  0Hz

●周波数設定   (FS)    OHz
●周波数指令方法 (F‐ SET‐ M) デジタル操作パネル
●運転指令方法  (F/R・ SW) デジタル操作パネル

●V/Fパターン  (F‐00)   最高周波数60Hz,定トルク特1生

0オロ速時間設定 に‐01)  30秒

●減速時間設定 に‐02)  30秒

“・‐i.fi::   〔lⅢユ|ユ・…ⅢユE:
・・・・・

1. i:::ii:i::::i::i:::i::

L設 定周波数却   L出 力周波数

F―耳ET―卜1 懲F・呻Ⅲ…世!J
F F:― F・中Ⅲ―H!:J

-1 日日1日 .

・
Ｍ

　

　

Ｗ

・
ｓＥＴ

　

／Ｒ
．
ｓ
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操 作 手 順 キ ー 操 作 デ ジ タ ル 表 示 部 そ  の  他

電 源 投 入

周波数の設定

運 転

増速・減速を

行う場合

停 止

國豆固または□
を十甲す。(1回 )

日によリカーツル

を設定桁へ移動

咽 日により周波

数を設定してくだ

さい。

圧匿目または圧巨配
を押す。

周波数設定 (FS)
モード1と し日日日
により周波数設定

を変更してくださ

い 。

囲 を1甲す。

日Btt B 〒

45Hzの 設定伊」

|

Ei目国目園  唾lIキ葛日日 H■
①

周 i皮数の変化は世I力 周波数表示でモニタで

きま司砲

電源投入と同時に出力周波

数表示となります。

周波数設定(FS)モ ー ドで

す。

①部に最高周波数 (標準設

定60Hz)に対する設定値の比

率を示します。

最脳 翔 鯉

運

モートルは運転します。

モートル運転中に設定を変更

しますと,入力した時点より増

速減速を始め,設定値になりま

す。

押した時点より減速し,停止し

ます。

F幣聾導“ニュ_聾ど4

√
く
、

⑤

操 作 手 順 キ ー 操 作 デ ジ タ ル 表 示 部 そ  の  他

電 源 投 入

周波数の設定

増速・減速を

行う場合

□ によリカーツル

を設定桁へ移動

咽 口により周波

数を設定してくだ

さい。

固亜団または睡酉司
を押す。

困図囲により周波

数設定を変更して

ください。

□ を押す。

ペ
カーツル

45Hzの設定例

周波数の変化は出力同波数表示でモニタで

きます。

こ爵:震逼:]

正転運転は面囲 を,逆転運

転は匝罰 を押してください。

モートルは運転します。

モートル運転中に設定を変更

しますと,入力した時点より増

速減速を始め,設定値になりま

す。

押した時点より減速し,停止し

ます。

9



デジタル操作パネル モードー覧表

■S3シリース

モニタモード

注)イは正常運転を示します。インバータ故障時にはすべての表示に優先して故障内容を表示します。

■S日シリーズ

機能モード

表示順序 モニタ名称 初期表示内容 標準設定 変更範囲

1 出力周波数表示 斗興   等導淋‖幹 舞‖
Ｏ

Ｅ 周波数設定 ::::・
:::i:    :::::I:::ii:::i::i:::::・ ・・

:::i::

ｎ

ｕ 覆援単峯曽管ぜ察話≧客邑尾尼
た周波数

ａ

じ 周波数指令方法 ::::・

・・・・・
::i:ti::::・

・
:・

・
・・・・・

:・

:・

:::::li:::・ ユ:::::]・・・・・:・:::::::1::: Ope.― Key Ope・―KeyまたはTe「田inal

刀

叫 運転指令方法 ::::・
.・
・
・
・

::i::・
・・・・ ::i:::.I.i i:::i::::・ :::::::'・

・・・

i・
::!::::::::i Ope.― Key Op巳 .― KeyまたはTerminal

5 モートル回転数表示 批斗封 斗斗 韓諜等導導ギ・■・絲 刀

４ 2～48

8 出力電流表示 I荘=…………尭 H絲導尊韓出等軋 3.0-280

7 手動トルクブースト調整 :.......:i:i::::::::::::::::・・
::::::::::::!!:::il:::]・ ::::::::::.:::・

31(～75LF3,～ 15HF3)

00(109HF3～ )

∩
Ｕ

∩

Ｕ”
∩

Ｕ

∩

Ｕ

０

０ 出力電圧ゲイン調整 :...:...":::i:.::::::.:・・・

:    :i.i::iiI:::i::・ :i

∩
Ｕ
∩
Ｕ 100-50

∩

Ｕ ジョギング周波数設定 導
・
斗#騨 三畿呻 等1.‖ 導 聾‖ 1 0.5～9.9

∩

Ｕ 故障表示  注)

表示
順序

称

ｏ

‐

名

Ｎ 機能名称 初期表示内容船能2モード) 標準
設定
設定変更範囲 備 考

1 F-00 V/Fパターン設定 i..::::・
:::::・
・・・・ :..:::::  :::i:::::::::::・ ・・・・ ::i::::i::::::: VFE―VC 口P19

Ｏ

Ｅ F-01 加速時間設定 i:i:::::::i::::::::::....・
・・・

::. ::::i::i:i:::::::::::::i:i ::::: 30(8)
Ol～ 2.999 9Cs〕直線加速瞬

OI～238.0〔 s〕 曲線加速P
げP21

F-02 減速時間設定 :i::!::i:::::::::::::....・
・・・

::. :ii:i:::ii:i:::i::i::::::::::::: 30(s)
〕1～ 2.9999〔 s〕直線減速瞬

〕1～ 2309〔 s〕 曲線減速瞬
隊P21

Л
軒 F-83 最高周波数調整 ・・

:・
・

::::・ i・ :・:.::::::・:i::  ::::i::::::::i:::::::: :・
・・

!::::: 0(Hz) 0～15(Hz) 隊P22

5 F-04 始動周波数調整 ::::・ 1・1・!:i.i・

・

:::  ::::::::::::::::::::::I・
・・

i::::: 0.5(Hz) ].5～5(Hz) 貯P22

F-05 周波数上限リミッタ設定 群…1..H難…|・ 撃撃鞘
“
中 卜11: 0(Hz) ]～ 135(Hz)

7
ａ
ｕ

∩

Ｕ
Ｆ 周波数下限リミッタ設定 :....・

・・・・

:....i:::・
:・

:・
・・・・

::::・
i::::i:::ii:::i::i:::ii・ ・

1:i::: 0(Hz) ]～ 135(Hz)
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■S3シ リーズ
初期表示内容 (機能2モード) 標鋒設定 設定・変更範囲 備  考

8 F-07 ジャンプ周波数 1 .JI堅拇丹…F・ 1.日日日日日 H= 0(Hz) 8～ 135(Hz)
選択したV/F
パターンの最

高周波数十最
高周波数調整
で設定した周
波数

骸 P25

9 F-08 ジャンプ周波数 2 .JLI‖ F:… F「 :! ⅢコHttHH H= 0(Hz) 0～ 135(Hz)

∩
Ｕ F-09 ジャンプ周波数 3 LIIJμlP…

'こ

・
ど: 日日日Шtt H= 0(Hz) 8～ 135(Hz)

F-10 モートル運転音調整 Iユ F― E:H!」Ⅲ  →:H}・ N C～ U

ａ
Ｅ F-11 始動時周波数停止時間調整 FtttHF・

~T  日日1.日  :三i 1.0(s) 0～ 15(s) ビ P22
０
じ F-12 多段速度 1設定 二F・ HHlJ… l HttEコ .〔

' H=
0(Hz) 0～ 135(Hz)

選択したV/F
パターンの最

高周波数十最

高周波数調整
で設定した周
波数

隊 P23

刀
４ F-13 多段速度 2設定 :ヨ F・ H専 :J― :1 1〕 コヽ〔

'wi〕

H■ 0(Hz) 0～ 135(Hz)

医
Ｊ F-14 多段速度 3設定 尊F・尊単d… 1: 旺〕に〕〔〕“

Iコ  H■ 0(Hz) 0～ 135(Hz)

ａ
ｕ F-18 2段加速時間調整 ドIⅢユⅢユ臣:I.Ⅲ…担 正1輩111藍lv荘| :≡ i 30(s)

〕|～ 2.9999(3)直緑加速瞬

〕I～2300(8)曲線加速瞬
ビ P23

η
′ F-19 2段減速時間調整 静II正 1議 :ユ….―ユ 韮|〔II二韓出荘〕

=i

30(s)
II～2,9999(8)直線滅速瞬

||～2300(3)曲線減速瞬
ビ P23

０
９ F-20 直流制動周波数調整 ド

・…に,EIEI   輩,日 1.Btt H■ 1.0(Hz) 8.5～ 15(Hz) オプション基板使用時

∩
Ｕ F-21 直流制動力調整 IF… E“ IIEI      章I呻尊 ∩

Ｕ
∩
Ｕ
∩
Ｕ 008-820

∩
Ｕ
６
Ｅ F-22 直流制動時間調整

‐「・・…にIE:EI     鷲I〔〕〔ltt H =i 0(s) 00～ 15(s)

Ｇ
Ｅ F-23 電子サ」可レレベル調整 H… t:れ EIド雌   1.唾ユ:ユ |・: 100(%) 100～ 50(%) 隊 P25
Ｏ
Ｅ
Ｏ
Ｅ F-24 直線・曲線加速選択 自〔:〔:].|.Iれ中  ユ….|.まれ囃}轟ド Linea「 LinearまたはS‐ cu「ve ビ P23

Ｃ
Ｏ
ａ
Ｅ F-25 直線a曲線減速選択 EⅢ L正11.i`}れ呻  と.i山単れド Linea「 LinB8「またはS‐ cu「ve ぼ P23

刀
射
ａ
Ｅ F-28 外部周波数設定スタート「r“・:Ii刊

"I11卜
:・1中  IIII〕 :〕 wi〕  卜1■ : 0(Hz) 0～ 135(Hz)

選択 した ∨

〒董留膏属
で設 定 した
0は 設 定 な し

『

P22医
Ｕ
Ｏ
Ｅ F-27 外部周波数設定エンド

「
…EHにコ   I〕〔〕中wi〕 H■ 0(Hz) 8～ 135(Hヱ )

ａ
ｕ
Ｏ
Ｅ F-28 スイッチ選択 :“ II I m「

.庄

:卜1   に,奮i奮li:'〔11.il. 80000111 冨冨雷整肇愚藉ε∈暮勢う要曇季
機 能 選 択

７
′
Ｇ
Ｅ F-30 過負荷制限定数設定 L.「1田 〔ユlli卜1:i 荘〕|〕 iコ 1.“ 〔l ∩

Ｕ 0.3-30 隊 P26

０
ロ
ａ
Ｅ F-31 過負荷予告レベル調整 にII… .:li..ェIド 蘭1     1日日

'・

: 100(%) 180～ 150(%) オ
プション基
板使用時

∩
コ
６
Ｅ F-32 自動日レクブ叡卜調整 lJ…熱lJ士:呻      +H日 ∩

Ｕ
∩
Ｕ 00-20 ∈ P17

∩
Ｕ
ａ
じ F-33 許容瞬停時間設定 I PIヨーT    日日1日 日 :三i 1.0(s) 0.3～3.0(秒〉…200V級

0,3(秒 )…………100V級
貯 P25

Ｏ
Ｄ F-38 瞬停復電後再投入待機時間設定 I Ptti― F:― T ttBHl田 H :三 i 1.0(s) 0,3～ 30(s) 隊 P25

Ol



表示順序 モニタ名称 初期表示内容 標準設定 設定範囲 備  考
周 波 数 設 定 ]

及 び
出 力 周 波 数 表 示

多 段 速 設 定

及び

出力周波数表示

!:・事尊彗護1田 王l 等撃等出主1対ニェ ∩
Ｕ 0～ 135

l尊辞韓導]E尊  導尊〔〕Ⅲ中卜1:=

iユ草に,モ1導 ]E韓  常む〔,wH卜1:1

至:尊藍i榔博‖中 呻中|〕 田中卜1!

拡張多段速設定

及び

出力周波数表示

斗
=iHi輩

〕ヽ〕::輩1  章iモユモ,“ 〔ユト1:1 拡張多段速選

択時

fi尊に,韓鞘目却 申中庄〕Ⅲ日卜寸耳:
]ゞ:三:萱:尊庄|"暉i  Ⅲ〕EIEI w i〕 H打

ジョギング周波数設定
及び

ジョギング周波数表示
王「iヨ坤韓1.“ 韓 尊韓尊田騨卜111 0.5～ 9.9

2※ 周波数指令方法 F― :三iET… H I:IF・ !.―卜:!留
Ope.中Key}
Te「minal
(S3ARシリーズのみ)

Ope・‐Key
Terminal

Ope―Keyィンバ
ータのデジタル
操作パネル指令
T9「m nal:イ ンバ
ータの端子指令3 運転指令方法 Fゴ R― :ヨ LJ  I:IF}■ Ⅲ…卜:尊 :J Opel― Key Ope.― Key

Terminal

4※ モートル回転数表示 FIF:H  4P 日日日日日rF=「 I

Л
４ 2-48 同期回転数を表示

5X 周波数変換値表示 ・・・・
・
卜iI三輩Iモ:出 :井    i静輩i輩i[,:,w El 0.1～ 99.9

6※ 出 力電流表 示 Iギー………ドl IFII〕尊日.日 I・Ⅲ 3.0-280

フ 手動トルクブースト調整 甲一日!コ !コ耳t E:I=:!」 H{再 1}・ Ｏ
ｄ 00-99

8 出力電圧ゲイン調整 lJ―日.コ i rl      l日 日1 ∩
Ｕ
∩
Ｕ 100-50

9 ジョギング周波数設定 」:=!ョョil¬口   Hl口 日H= 1 0.5～ 9.9
拡張多段速選択時は多

段速の1つとなります

∩
Ｕ

たEと

故 障 表 示 :÷ :.::=:::I:::

■S3A,S3ARシリーズ

モニタモード

テ主 )※ 印のモードの場合,電源再投入時には電源を送断前の表示となります。
注2)♯ |′ 2′ 3は正常運転を示します。インバータ故障時にはすべての表示に優先して故障内容を表示します。

外部から周波数指令及び運転指令を与える場合は,端子説明 (P23)をご参照くださtヽ。
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名称No 初期表示内容 (機能2モード) 標準設定 設定・変更範囲 備   考

1 F-00 V/Fパターン設定 lJFE― IJE:   日S日一日E:日 VFE―VC
Pi9,P20を
参照ください

けP19,20

2 F-01 加速 時 間設 定 ド1〔:::i:i… .-l El霊

'114n〔

〕 :3 10(s) ].l～ !99].](s) けP21

3 F-02 減速 時 間設 定 王Ⅲ臣:電I離:i中●~l fi〔

'1〔

ユ削唾〕
=i

10(s) 011～299]19(s) 口P21

4 F-03 最高周波数調整 +Fm.ョ ,日   日日日.H H= 0(Hz) 0～ 15(Hz) けP22

5 F-04 始動周波数調整 F「li ri口    日日日.冨 H= 0.5(Hz) 0.5～ 5(Hz) ビP22

6 F-05 周波数上限リミッタ設定 H― LI卜1…ド 日日日.日 H= 0(Hz) 0～ 135(Hz) 選択 した∨ /Fパ タ
ー ンの 最 高 周 波 数
十最 高 周 波 数 調 整
で 設 定 した 周 波 数

フ F-08 周波数下限リミッタ設定 L… L.IW…耳 日日日.日 H= 0(Hz) 0～ i35(Hz) けP22

8 F-07 ジャンプ周波数1 J撃 }1升…F「 1.日日日口日 H= 0(Hz) 0～ 135(Hz) 選択したV/Fパターンの最
高周波数十最
高周波数調整
で設定した周
波数
ぼP25

9 F-08 ジャンプ周波数2 .riJHF:… Fl: HHHttH H= □(Hz) 0～ 135(Hz)

∩
Ｕ F-09 ジャンプ周波数3 .riJμlF:…ド1:〔〕H日 田日 H= 0(Hz) 0～ i35(Hz)

F-10 モートル運転音調整 EF― EE〕d!  →iH}= N C～ U

ａ
Ｅ F-11 始動時周波数停止時間調整 FtttHF・…T  尊尊日.日  二 0(s) 8～ 15(s) けP22
ａ
Ｄ F-12 多段速度 1設定 EiFiHHl」 -l El唾

'日

wtt H= 0(Hz) 0～ 135(Hz)

選択したV/F
パターンの最

高周波数十最

高周波数調整
で設定した周

波数

けP24

刀
叫 F-13 多段速度 2設定 EiF=!HI」―ユ 日日日.日 H= 0(Hz) 0～ 135(Hz)
医
Ｕ F-14 多段速度 3設定 ヨF!!!」 ~再  H日日田日 H= 0(Hz) 0～ 135(Hz)
ａ
Ｕ F-15 多段速度 4設定 EiF・尊■軽…4 導〔:i三 I“ :〕 軒H 0(Hz) 0～ i35(Hz)

７
′ F-18 多段速度 5設定 :ヨ F・善尊Eゴ…導 〔〕fitt w i〕 ri:= 0(Hz) 0～ 135(Hz)

ａ
Ｄ F-17 多段速度 6設定 :ヨ F・■!:ゴー正]・ 〔ユ貯Iコ 田〔〕HH 0(Hz) 0～ 135(Hz)
∩
コ F-18 2段加速時間調整 F¬はEIE:[“ .…ユ 埠Ⅲ〕11〕 wI〕 :三 i 10(s) 0.I～ !]]]・ ](s) ビP23

∩
Ｕ
Ｏ
Ｅ F-19 2段減速時間調整 HIE:〔 :iII….―ユ 鷲111lEIm EI Ei 10(s) 0.I～ !]]]・ 9(s) ビP23

Ｏ
Ｅ F-20 直流制動周波数調整 F― BE:EI   日日日田冨 H= 0.5(Hz) 0,5～ i35(Hz)
ａ
Ｅ
ａ
Ｅ F-21 直流制動力調整 IJ― E“ II日      日日日 ∩

Ｕ
∩
Ｕ
∩
Ｕ 000-020

Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｅ F-22 直流制動時間調整 T― EⅢ E:日    日日日Π日 =i 0(s) 00～ 15(s)
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初期表示内容 (機能2モード) 標準設定 設定変更範囲 備  考

刀
４
０
Ｅ F-23 電子サ=マルレベル調整 H…■:h中ド撒   1.E〕に,lii 100(%) 100～50(%) ビP25

医
Ｕ
ａ
Ｅ F-24 直線a曲線加速選択 ::::II::::i:::i:I.:i.I・

・

I]:::: i....:i.1・
・

!!::::.:::11・

・・

L十日巳ar _ine8「またはS―cu「 v8

『

P23

ａ
Ｕ
Ｏ
Ｅ F-25 直線。曲線減速選択 X〕 H:二:1.|.:れⅢ〕 I._i山尊れ

「 Linea「 Jn98「またはs―cu「 ve 隊P23

７
′
ａ
Ｅ F-28 外部周波数設定スタート F…

=iTHF:T I〕
に,E〕 .日 H= 0(Hz) 0～375(Hz)

(0～ 135(Hz))
選 択 した v/Fパ タ
ー ンの 最 高 周 波 ira
十 最 高 周 波 数 調 整
で 設 足 した 周 波 数

ビP22０
０
０
Ｅ F-27 外部周波数設定エンド F・

―E:H檸    〔〕〔

“

〔〕日B H= 0(Hz) 0～375(Hz)

(0～ 135(Hz))

∩
Ｕ
Ｏ
Ｅ F-28 スイッチ選択 ] Iユ帝II粥

“
導}ゞ i淋常HH〔li ll. 00000111 ①VF特性選択(高周波用切替)

②直流制動有/無
③周波数モ三夕のアナログメー

タ用/デジタルカウンタ用選
択

④加速時過員荷制限の有/無
⑤トリップ/リ トライ機能選択
OP25
◎正転/逆転のロック選択

C ⑤ ④ ③ ② ①

∩
Ｕ
ａ
ａ F-29 スイッチ選択2 ::::ii.1.::::・

・

:・

・

:::::1・
・・

i::::::::::::::::::::::::::.i:::iI:::Ii:::i 88001880
①直流制動…エッジ動作/レベ
ル動作

②拡張多段速の選択けP24
◎運転指令T9「mm創 (外部指令)
選択時の罫辞 キー有効/無効

④内部調整用

⑤電子サーマル汎用モートル用
・定トルクモートル用けP25
⑤トルクブースト標準/標準×
1.5倍選択

②リセット解除後の再スタート

開始時間の長/短
◎ソフトロック時の周波数変更

の可否

⑥ ⑦ ⑥ ⑤ ① ③ ② ①

Ｏ
Ｄ F-30 過負荷制限定数設定 L.μ l臣 Iユロト1尊 F〕 I〕 I〕‖.w El ∩

Ｕ 0.3-30 けP26

Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｄ F-31 過負荷予告レベル調整 卓i:中●`11●革:ギ 聾      ll〕 H:・ i 100(%) 50～ 150(%) オプション基板使用時

Ｏ
Ｄ
Ｏ
ｄ F-32 自動トルクゝふ 卜調整 I卜可!l“ t尋    +〔 〕〔〕 ∩

Ｕ
∩
Ｕ

∩

Ｕ

Ｏ

Ｅ一
∩
Ｕ

∩

Ｕ ぼP17

刀
臀
０
じ F-33 許容瞬停時間設定 IF〕 :王i… T     中E,lmH :ヨ 1.0(s) 813～15.8(s) ぼP25
医
Ｊ
Ｏ
Ｄ F-38 瞬停復電後再投入待機時間設定 IF}車 l…・卜:…・刊

Ⅲ
 Ⅲ〕I〕〔〕1.w El =i I.0(s) 0.3～100(s) ビP25

ａ
Ｕ
Ｏ
ｇ F-39 周波数到達信号

任意周波数設定
:IiF:EⅢ…F4Fllゴ   日日H tt HH在 0(Hz) 05～ 135(Hz) ビP26
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■ 周 波 数 指 令 ,運転 指 令 方 式 [S3シリー ズ 〕外著Бから周波数↓旨令及び運転指令を与える場合は,端子説明をご参ЛRください。

称名 一不表 容内

周 波 数 設 定 ７
エ
デジタル操作パ坊、ルにて行う場合は周波数指令方

法をOpe_keyと選択します。

①設定周波数

②F:正転,R:逆転

③最高周波数に対する周波数設定値の比率を10

段階で表示します。

周波数設定指令方法 F―ヨET― H I:IF・●田~世 !:J

④
カーソルを⑥に移動Ⅸ 困

キーを押すとTerminalモ ー

ドに切り替わりま坑

周波数指令をデジタル操作ノラ、7L/(Ope.― key)で行

うか,外部入力信号(Terminal)で 行うかの選択を

できます。

インバータ停止中に行ってください。

運転 指 令方 法

MON
h:― F・辱.~H!:J

①
カーソルを⑥に移動灰 困

キーを押すとTerm nalモ ー

ドに切り替わりま或

正転運転/仁止,逆転運転/停止をデジタル操作パ

ネ7L/(Ope._key)で 行うか,外部入力信号(Termi‐

nal)で行うかを選択できます。インバータ停止中に行

ってく
'ご

さい。

運 転 指 令 デジタ/L/操作ノラ、ルで行う場合は,運転指令方法を

Ope.―keyに選択し,正転運転キー□ ,逆転運転

キー匝□を押H行い減速し,停止する際1こは匝T廻
を押します。

■卜,レク特性

下図のV/Fパターンでのトルク特性 (日立全閉外扇形,

4極モートルの場合)を示しま現

V

00(%)

i00  (Hz)F

ト
ル
ク

％

出力周波数 (HZ)

●適用モートル:30～37KW ●適用モートル:45～ 132kW

短時間 )

60Hz

連続使用トルク
ト
ル
ク

（
％
）

0 610  20  00  40  50  60  70  80  90  100

出力周波数 (Hz) 出力周波数 (Hz)

●適用モートル :0.4～ 1lkW

220V,400/440V60Hz

●適用モートル:15～22kW

最大トルク(トルクブースト最大,短時間 )

200/200 400/440V60Hz

出力周波数 (H2)

_最大 卜
'レ

ク(卜 ,レク

ブースト最大,短時間 )

200/220 400/440V60Hz

15



(注)回 はモニタモー峙匠U団は機能モードを示します。

(ン

名 称 表 示 内 容

周 波 数 設 定 FH葛尊田:コ

‖幹 耳睡,ri尊 ロヨHI

.JIヨ日日覇.日  F日日g.日 H=

①は設定周波数を表示。

②は出力周波数を表示。

③は運転指令ONで表示。
F:正転 RI逆転

多段述は,外部端子に入力した時表示します。

拡張多段速選択時ジョギングは多段速の一つと

なり,ソフトスタート,ストッフ
°
となります。

周波数設定指令方法
IF― :ヨ ET―μl里 P喜・―卜:!習 |

周波数指令をデジタ7L/操作ノラ、/L/(Ope.― key)で行

うか,外部入力信号(Terminal)で行うか選択できま

す。インバータ停止中に行ってください。

この他,オフ
°
ションのソモートオペレータ,コピーユニ

ットでも可能です。

ｌ
①

カーソルを①に移動して困

キーをキ甲すとTerminalモ ー

ドに切り替わります。

運転指令方法

カギノルを①に移動して困

キーを押すとTerminalモー

ドに切り替わります。

正転運転/停止,逆転運転/停止をデジタル操作パ

ネル(Ope‐ key)で行うか,外部入力信号(Termi‐

nal)で行うかを選択できます。インバータ停止中に行

ってくアごさい。

この他オプションのノモートオペレータ,コピーユニッ

トでも可能です。

（「
　
　
〈「

指
ぴ
指

転
及
止

運

停

デジタ7L/操十レラ、/b/で行う場合は,運転指令方法を

Ope‐ keyに選択し,正転運転キー踊る部寸,逆転運

転キー鱗記ミを押I行います。停止する際t引よ[“:団
を押します。

注)MONは モニタモードにて設定できます。
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■ジョギンク運転

名 称 表 一不 内 容

ジョギング運転

(S3シリーズ)

デジタル操作パネルにてジョギング周波数を設

定します。

外部からのジョギング指令 (JG―L聞短絡)を与

えてから運転指令 (デジタ/L/操作パネルの場合

国田 匠国 にて,外部指令の場合,SWF閉で
正転,SWR開 で逆転)。

●運転指令を外部にて行う場合のジョギング操作

」G L Ⅵ RV

,sw」 SWF SW

ジョギング運転

(:;帯営シリーズ)

ジョギング指令 (JG L間 短絡)でジョギング運転を行

います。

運転指令を外部で行う場合のジョギング操作

s用   |    1日  日

多段述運転時及び拡張多段速を選択時あるいは,ジ

ョギング周波数より最低周波数を高く設定した場合は

ジョギング動作はできません。

喧Ⅲ:コ・即 1.:れ :評

sw」   ISWF/  /swR

トルクブースト

(手動ブースト)

(自動ブースト)

(F-32)

〈手動ブースト〉

●低周波域のインバータ出力電圧を増減して,

モートルのトルク調整がぜきます。

始動トルクが不足の場合は,モートル焼損,イ ン

バータトリップに注意しながら出力電圧を増し,

始動トルク100%以上にすることができます。

●グーストパターンは①,① 2種あり,各 1々00

段階選択可能です。(VWS3A,S3ARンツー
ズ)

(VWS3イよパターン①のみ)

〈自動ブースト〉

自動グーストを選択した場合,ブーストが自動

的にか力aり ます (加 速中)。 20段 階調整できま

す。

自動ブーストの場合 カロ

速が終リー定速になる

と,自 動的に元のツF

に戻ります。

(モートルが過励磁の

まま連続運転されること

はありません。)

出力電圧 (%

――――――-120

出力周波数 (Hz)
120

出力周波数 (Hz)

0》

1ア



ζ
ヘ

■主な表示モード
称名 一示表 容内

S3シリーズ

:::・  ,::・ i:::i::::i:::i:]

S3A,S3ARう /1)一

(周波数設定を参照ください)

①出力周波数を表示します。

②正転運転時F,逆転運転時Rを表示します。

③最高周波数に対する出力周波数の比率を10段階

表示します。

(難 20%,I・ 10%)

モートル回転数表示 華茸聾 二:¬蒲
~碍
i耳師 耳百 ①lこモートルの極数を選択すると

②に運転中のモートルの同期回転数を表示します。lr J L__2-J

出力電流表示

「

而弔可

Lゴ壁:上 _|と二i二 ①にインバータ定格電流を入力すると②にインバータ

出力電流 (A)を表示します。

①に定格電流を入れないときは②にはインバータ定格

電1荒に対する割合を%表示します。

周波数変換値表示
1王
HE33蘭
=日
1日日H口 HI lH2当 たりの任意諸量を①に入力。

表示部②は出力周波数と①の乗算結果を表示しま

す。

②=①×出力周波数

単位は任意です。機微に合せてお決めください。

故 障 表 示

MON
● 表示 内容  OC ACCEL 力日速時過電流

OC DECEL  減速時過電流

OC Drive 運転時過電流

Over V  過電圧
Over L  過負荷運転
OH Fin  インバータフィン過熱
Under V  不足電圧め

CPU      CPU]ニ ラーー

inst P‐ F   日舜停止)

(注)200V級インバータで制御回路端子(RO,TO)を接続し

ない場合は
｀
POWER OFド 'と表示します。

インバータ故障時,すべてのモードに優先して表示しま

す。

(注)匝側 はモニタモード|こて表示されます。
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■主な機能

名 称 内 容

V/Fパターン
FUN(F-00)

初期設定値

V/Fパターン選択します。

①(出力周波数範囲)と② (トルク特性)の組み合わせ1こより

S3ンリーズは36種 ,S3A(R)シ リーズは43種のV/Fパターンを選択ぞきます。

※部は①に入力すること1こより自動的に表示します。

(※ 1)は出力電圧(V)が100%に達する最低出力周波数

(※ 2)は最高周波数を示します。

①に出力周波数範囲指定

②の設定内容 (卜 7b/ク特性指定)

― I...II::

―I.JF l

(定 トルク特性 )

(低減トルク特性 |=F15)

-1,IPユ  (低減トルク特性2=F■ 7)

―I.IP再 (低減トルク特性3=F2)

…IH  (日立定トルクモートル用)~     (S3A(R)シ
リーズのみ)

注 )基底周波数が60Hzを越えてご使用の場合,モートルは汎

用モートルではなく特殊モートルとなります。よって最大適

用モートルが異なります。一般にkW表示が同じ場合イン

バータの容量は大きくする必要があります。

Oll

0
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●V/Fパターンー覧表

沢 lJE I日

BLIF日 1. LJP担 守
∴
“

Ｆ
II{:談あみ

H
V llXl(%) V ilXl(%)

日
V illll(%) V100(%) V100(%)

1

E
)

f

B
Ш
ttf
1    50 120(Hz)

V100(%) V100(%)

50120(Hz)1

E
Vl∞ (%)

f

V100(%)

F
V llXl(%) V100(%) Vl∞ (%)

一ロ
ョ

V100(%)ト V100(%) V100(%)

H
V100(%) V ilXl(%) V il10(%)

Ｔ

■

V100(%)
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称名 容内

加 速 時 間

(F‐01)

デジタル操作パ方、ルf始動から最高周波数に達す
るまでの時間を,0.1～ 2,999.9秒 (0,1秒毎 )1こ調

整できま魂 ただし,曲線加速を選択時は0,1～ 230

不少となります。

●負荷トルクまたは負荷慣性モーメントが大きい

場合,加速時間を短く設定しますとインバータがト

リップすることがありますので,インバータ出力電

流が過負荷耐量以内となるよう加速時間を長め

に言党定してください。

日E:E:巨 L-1 韓正,li〔〕田尊

加速時間 (ta)は下式のよう|こなりますので,taよ り長くなる
ように設定してください。

走未使用していた単位の場合 創単位の場合

ｔａ

く
ｓ
＞

GD2.△ N

375(TM― TL) 955(TM― TL)

GD2 軸換算 GD2の合計
(kttfm 2)

モートル軸換 算慣性モーメ

ント(ktt m2)

インバ ー タ運 転 時 のモー トル

加 速 トル ク■ モー トル 定格 レレ

ク X12-13 単 仕 (kgf・ m)
同左

単位 (N・ m)

モー トル軸 換 算 負 荷 トル ク

単 位 (kgf・ m)
同 左

単 位 (N・ m)

△ N
モー トル の 回 転 数 差

単 位 (「pm)
同 左

単 位 (mh-1)または (「pm)

減 速 時 間

(F‐02)

デジタル操作パ方、ルf最高同波数から停止するま
づの時間を,0.1～ 2,999,9秒 (0.1秒毎 )に調整で

きま坑 ただし,曲線減速を選択時は0,1～ 230秒 と

なります。

●負荷慣1生モーメントが大きい場合,減速時間を

短く設定しますとインバータがトリップすることんヾあ

ります。回生過電圧及び回生過電流とならない

よう減速時間を長めに設定してください。なお,減

速時間を短くしたい場合は回生制動ユニットを設

置してください。

Ш≧二II型L-1中呻再申田尊
=|

減速時間 (tb)は下式のよう:こなりますのでtbより長くなるよ

う設定してください。

従来使用していた単位の長さ 創単位の場合

ｔｂ

①

GD2・ △N

375(TB+TL)
」・△N

955(TB+TL)

回生制動トルク

単位 (kgf・ m)

同左

単位 (N・ m)

他の記号及び単位は加速時間の欄を参照してください。

911
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ζ

名 称 内 容

最高周波数調整

(F‐ 03)

最高周波数を増加させます。(0～ 15Hz)

0-15 0Hz
中

始動周波数調整

(F‐ 04)

始動周波数が調整できます。(0.5～ 5.OHz) 出力電圧(V

停止時の周波数は始動周波数と同じ1こなりま坑   1°
°%「 ~~~~~~~~~―

T房

L― 始動周 波数    基底后

出力周 波数

波数

周波数上下限リミッタ

(F‐ 05)

(F-08)

出力周波数の上限,下限をイ回別に設定ぜきま抗   く設定例〉
ファン・ポンプ等の過負荷 (上限ノミット),i荒量低下   出力周波数
(下限リミット)防止に有効です。            (HZ)
上限リミッタ:最低周波数～最高周波数ま穐        45
下限リミッタ:最低周波数～最高周波数まく

上限<下限の場合は設定エラーとなりま魂         ^ハ

」嚇
始動周波数停止時間

(F‐ 11)

始動時にモートル過電流を防止するため,一時的

に周波数を停止する時間を調整可能で魂     周波期旨令
(特に慣性モーメントの大きな負荷や始動時大きなトルク

を要する機械等に有効です。)

アナログ入力による
ゲイン・パイアス機能

(F‐ 28)

(F‐ 27)

外部からのイン ―ヾ夕へのアナログの周波数↓旨令

(DCO～ 10V,DCO～ 5V,4～ 20mA)に夕すして,出

力周波数のスタート及び出力周波数のエンド設

定することによリケイン・バイアスを変更ぜきま魂

注1).標準設定時 (初期設定値)O Hzで丸この場合は選択したV/Fパターンにて運転されま魂

注2).スタート(F― START),エンド(F― ENO)を設定した後,V/Fパターンを変更する場合は,スタート(F― START),エ
ンド(F― END)を再度調整し直してください。

出力周波数 (HZ)

悠ャ
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名 称 内 容

曲 線 加 減 速

FUN(F‐ 24)
(F‐25)

始動から設定した周波数に達するまfまたは設定

周波数から停止するまでの時間を曲線特1生をもた

せることにより,坪↑動及び十1■がスムーズに4子えま

杭 (コンベヤ,台車等の搬送機械に有効で坑 )

設定周波数

蹴 鯖
時 間

柳囲
減 速

(F‐ 18)

(F‐19)

加速途中,減速途中で加減速度を桐別に変える

ことができま或 始動,F■時はス′、一グに,加速

中,減速中は速く,またその逆を行うこともできま札

周波数
(Hz)

スイッチ CヽOEL-1 CヽCEL-2 一定返 〕ECEL-2 〕ECEL-1

SW OFF ON OFFまたはON ON OFF

SWF ON OFF

SWR OFF

多 段 速 運 転

F｀UN(F‐ 12)
(F‐13)

(F‐ 14)

(S3シリーズ)

デジタル操作パネル(または外部)からの用,皮数1旨

令と合わせ最高4段速運転可能です。

台車,コンベヤ等,パターン運転に有効です。

周波数

4喪塁

返

　

速
　
　
速

1速

2受【

3速

4要三

liヨ巨 2主ζ 3菱こ 4貨こ 3貨こ 2喪二 1速 停止 スイッチ

ON OFF ON OFF ON OFF ON OFF SWl

OFF ON ON OFF ON ON OFF SW2

OFF SWF

ON OFF SWR

スイッチ 1速 2菱三 3喪こ 4隻亀 3喪笙 2喪仁 1彊E 停止

SWl ON OFF ON OFF ON OFF ON OFF

SW2 OFF ON ON OFF ON ON OFF

SWF ON OFF

SWR OFF

‐ｉ一中‐‐一中【一】】
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名 称 表 一示 内 容

多 段 速 運 転

FUN日
3

(F‐ 14)

(F‐ 15)

(F山 18)

(F‐ 17)

(∃ :ARシリーズ)

0モニタモードによる設定

●機能モードによる設定

F=・中EI〔J…
=: 
中1日 BH H=

:Ii卜
=・
中中:J…・ .U H=

F・ l静 ||1l 
Ⅲ… 日lゴ  H=

.甲  F日 :置:常 .BH=

0デジタル操作パネル(または外部)からの周波数指令
と合わせ多段速運転が可能です。

oモニタモードで1よインバータ運転中に任意に同波数

の設定を変えることができます。

予め,設定同波数が決定している時は,機能モードで

設定することもできます。

(設定後はモニタモードで設定値が表示されます)

0ジョギング端子(JG)使 用による拡張多段速で最高8

段まで運転が可能です。

にの場合ジョギング運転はできません)

0多段遮運転の指令端子を(C Fl,cF2)を ONすると

等に変わりま坑

0多段速の場合

周波数
(Hz)

周波数
(Hz)

スイッチ
|

スイッチ
|

SWl SWl

SW2SW2 !

SWF                 ON

SWR

SW」 i

SWF

SWR

●拡張多段速の場合

7速 (」 G)
FS)

1時

間

端  子
設 定 周 波 数 (Hz)

CF2

Ope一 KeyあるいはTerminalモ ードからの周波数指↑

ON lSあるいはSpeed l

ON 2SあるいはSpeed 2

ON ON 3SあるいはSpeed-3

端   子
設 定 周 波 数 (Hz)

Ope― KeyあるいはTerminalモ ードからの周波数指令

ON lSあるいはSpeed-1

ON 2SあるいはSpeed-2

ON ON 3SあるいはSpeed-3

ON

ON

4SあるいはSpeed 4

ON 5SあるいはSpeed 5

ON 6SあるいはSpeed-6
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称名 容内

周波数ジャンプ

(F‐07)

(F‐08)

(F-09)

負荷との共振を防〈だめ,最高3点まで同波数をジ

ャンプさせることがで
｀
きま坑 (但し,通過時はジャン  

出力周
潜卦

プ領域でも周波数は出力されま坑 )設定点の順

序は入れ替っても有効て'坑

くS3A(R)シリーズ〉

(V)
周波数指令

ジャンプ周波数設定蕉

加速 時

電子サ」可レに路
過負荷保護機能

(F‐23)

電子サーマ/L/レベ 7L/が変更できま坑 (100～ 50%)モ ートル

の最適な電流イ直に合わせられま現 10Hz以下で連続運転す

る場合は熟動式サーマルリレーをご使用ください。

出力電流 (%)   牢トルクモ

インバータ定格電流丞■

I誌%

漣 い レ=   刈Щ 劾

同波数 1こ対するサーつ レレベル値は定トノ彦 モートル用と低周

波域で砥減が必要な1凡用モートル用がありま坑 63A(R)シ リーズ)
出力周波数

(Hz)

リ トライ機 能

(瞬停再始動機能)

(F‐28)

過電流,過電圧 ,瞬時停電,不足電圧などによるト

リップ発生で,アラーム信号を出力せずにリトライ

(再実行)を図り,運転継続を図ります。

(瞬停再始動機能 )

瞬時停電 (IP)(た だし,Ro,Toを接続する)発生

でインバータの出力を遮断した後のリトライ機能が

「瞬

「

再始動機能」です。瞬時停電復電後運転

を継続します。

tl:許容瞬停時間 (0.3～ 3秒可調…S3ンノーズ200V級 ,

0。 3～ 15秒可調…S3Aシリーズ,0。 3秒・・・400V級 )の 間に

インバータの制御電源が消滅した場合は復電後からの時間となります。

t2:許容時間内に復電し, 自動的に再運転するまでの時間をデジタル操作パネルにて設定できま坑

(0。 3～ 30秒〈S3ンノーズ〉,0.3～ 100秒〈S3Aシツーズ〉,標準設定1秒 )

モートルがフリーランで回転中はモートルの同一回転数に引き込んで再運転します。

ただし,次の場合は最低周波数からのスタート|こなる場合があります。

①瞬停復蝙後再投入待機時間設定(機能モードF36,IPS‐ R‐ T)を 3秒以上に設定した場合。
②出力周波数が60Hzを超える場合。
③出力周波数がmax 60Hzで基底周波数の1/2以下の場合。
①モートルが数秒以下で減速するようなポンプ,高減速ギヤモートルなど。

主 電

許容瞬停

時間設定

夕

数

　

　

ル

数

一
波

　
　
　
卜

云

バ

周

　

　

　

一
車

ン

カ

　

　

モ

回

イ

出
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名 称 内 容

週員荷制限機能

(F‐30)

インバータ出力電流値を抑制しま吼負荷の増大

に伴って設定した電i荒レベル以上になると,電流の

増加を抑制し回転数が低下しま荒

同時にトルクも抑侑1されます。

モー トル電流

注)急激な過負荷時は電流抑制されない場合があります。
過負荷状態が継続する場合は電子サーマルによる

過負荷保護機能が働きます。

(電流抑制なしの場合 )

電流抑制あ りの場合

周波数到達信号
任意周波数設定

FUN (F‐ 39)

(∃ :ARシリーズ)

周波数到達信号を任意の周波数で出力します。

設定が 0の場合は,設定周波数に到達した時に

出力されます。

A:任意設定が0の場合に,この間ONします。

(± 0.5HzでON,上 |.5HzでOFF)

周波数を設定 しない場合

周波数

任意設定が有る場合に,この間ONします。

(± 0.5HzでON,-lHzで OFF)

t買

方向電噺け

※RUNは運転中信号でi
インバータ運転中に出力

されます。

オープンコレクタ出力

DC27V,50mA max

任意に周波数 を設定 した場合
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■寸法図 (単位:mm)200V級 (S3シリーズ )

●HFC‐VWSlLD3,1.5LD3
2202-φ
7＼

1創  響

220  2-φ 7

●HFC‐VWS 8LF3,1lLF3,16LF3

●HFCttVWS 2.5LD3

●HFC‐VWS3.5LD3

サ

7    200   7 101~

●HFCttVWS 5,5LF3
オプション基板

配線 穴

,主 )オプション基板 (S30P‐ PCB)を取り付けても寸法は変わりません。

注2)配線穴には,ゴムブッシュが挿入されていま魂 IP20,IP40の保護構造が

“

要とする場合には配線用コンジット等を設けて穴を.S、さいでください。

27



●HFC‐VWS 22LF3 ●HFC‐VWS 33LF3

TMl  TM2

勾↑

●HFC‐VWS 40LF3,50LF3 ●HFC‐VWS 60LF3,75LF3

台 吸気

制御回路端子

①

0

28



■寸法図悼位:mm)(S3A,S3ARシリーズ)

OHFC―VWSELD3A,
●HFC―VWSlLD3A,

1.5LD3A
l.5LD3AR

●HFC― VWS2.5LD3A
●HFC― VWS2.5LD3AR

●HFC―VWS3.5LD3A
●HFC―VWS3.5LD3AR

●HFC―VWS5.5LF3A
O HFC―VWS5,5LF3AR

O HFC―VWS8LF3A,1lLF3A,16LF3A
O HFC―VWS8LF3AR

三ヽ 匡コ部はHFC VWSlLD3AR～ HFC VWS

8LF3ARシリーズのみを示します。

オブション基板 (S30P― PCB,OP― RY)を取

り付けても寸法は変わりません。

配線穴には,ゴムブッシュが挿入されていま

す。IP20,IP40の保護構造が必要とする場

合には配線用コンジット等を設けて穴を▼ミ、さ

いでください。

王ヽ

デジタル

0
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■寸法図蝉位:mm)400V級 (S3シリーズ )

●HFC‐VWS5.5HF3 ●HFC‐VWS 8HF3,1lHF3

●HFC‐VWS16HF3,22HF3 ●HFC‐VWS 33HF3

オブション基板

オプション基板

TMl TM2

「l~RIIII III国
LLll H II日 I Ш

∞

寸
〇

一
ミ

”

注1)オプション基板(S30P‐PCB)を取り付けても寸法は変わりません。

注2)配線穴には,ゴムブッシュが挿入されていま魂 IP20,IP40の 保護構造が

“

要とする場合には配線用コンジット等を設けて穴をャゝ、さいでください。
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■寸法図 (単位imm)400V級 (S3シリーズ )

●HFC‐VWS 40HF3 ●HFC‐VWS 50HF3

●HFC‐VWS 60HF3,75HF3 ●HFC‐VWS100HF3

12   常

〇
∞
〇

一

Ｃ
Ｃ
Ｃ

一

圃

て>吸気

制御回路端子

可

―

条

―

―

圃

てI吸気

0

0
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■寸法図 (単位imm)400級 (S3,S3Aシ リーズ )

|

|

《▼

●HFC‐VWS150HF3

含 吸気

吸気

含

排気

制御 回路端子

オブション
基板

排気

吸気てJ

●HFC‐VWS220HF3A,300HF3A 排 気 台

制御回路端子

吸 気 台

●HFC‐VWS180HF3

■端子寸法表

機  種

王 回 路 y而 子 制 御 回 路 端 子

端 子 ネ ジ 径 端 子 幅 (mm)
端子ネジ径 端子幅(mm)

主 回 路 制 御 電 源 アース端子 主 回 路 制 御 電 源

HFC―VWSI～ 3 5LD3(A).5 5LD3(A) M4 M4 M5 97 M3 6 2

HFC―VWS8～ 16LF3(A) M5 M5 M6 M3 2

HFC― VWS22LF3 M6 Mコ M4 17 97 M3 6 2

HFC‐ VW S33～ 50LF3 M8 M35 M35 M3 2

HFC‐ VWS60,75LF3 M0 M35 M35 M3 2

HFC‐ VWS5 5HF3 M4 M4 M5 97 M3 2

HFC‐ VWS8～ |IHF3 M5 M5 M6 3 M3 2

HFC‐ VWS16,22HF3 M5 M5 M5 3 M3 2

HFC‐ VWS33HF3 M5 M35 M5 3 M3 2

HFC― VVVS40,50HF3 M6 M35 M35 7 M3 2

HFC― VVVS60,75HF3 M8 M35 M35 M3 2

HFC― VWS 00HF3 M8 M35 M35 M35
HFC― VWS 20HF3 M10 M35 M35 M3 5
HFC― VWS 50HF3 M 0 M35 M35 M35
HFC―VWS 80HF3 M35 M35 M35
HFC―VWS220,300HF3A M16 M35 M100 M3 612
|)三 回 路 R,S,T,U,V,W,P,(M),N ※はP,M,Nのみ
2)制御電源 RO,TO(～ 75kVA):R日 ,SH,TH,RM,SM,TM,RL,SL,Tし (00kVA以上 )
3)市 J令羽E]日争 H,0,OI,L,FM,RV,FRS,RS,FM,JG,CFI,CF2,2CH,AR,RUN,COM,AL。 ,ALl,ALピ
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制御回路   主電源    出力 (モートル側) BRD専用

の ヒューズ

または述断器

になるため,使用 し

ないで ください。

R。 T。 R S T UIVIW P N

! ど
MOTOR

IIぎ源
| ｀

制御電源 (R9,T。 )は主

源 と同一電源か ら給

鷲 用 して くださ
い。

モー トル

＼

返断器

くださ

閉器は

言寛置 して

。 刃形開

相の原因

端 子 記 号 端子 名 称 内 容 説 明

R,S,T 商用電源入力
二相200～ 220V/200～ 230 ±0%,50/60Hz± 5%,
三相380～ 415/400～ 460V ±0%,50/60Hz± 5%

U,V,W インパータ出力 モートル接続端子

回生制動 回生制動ユニット接続用端子

Ro,To及 びRH,SH

TH,R、1l SM,TH

Rし ,Sし ,Tし

制御回路電源 制御回路の電源(100V級は必ず接続して下さt、 )

端子記号 端 子 名 称 内 容 説  明

H 周波数設定用電源 DC10V
シリーズは

内部配線済
となってい

ます

(H,0,L問 )

日外部設定信号は電圧信号 DCO-5V,DCO-OV及 び電流信号 DC4-20mAを 入力できますて
(電圧信号DCO-5V.DCO-OVはブリント丞板上のディンブスインテで選択できます)

●抵抗(ボリューム)の場合  ●外部電圧信号の場合

(デインブスイツテiov例 )   DC4～ ?OmA

陥ツスインチ引Tけ (孔 9ξ詮亀七々宅讐β
「

)

0 周波数設定用 DCO～ 10V,DCO-5V

0 周波数設定用 4～ 20mA

L 共通端子 制御端子の共通端子

FW 正転運転/停止 接点(閉):正転運転,(開 ):停止

逆転運転/停止 接点(閉 ):逆転運転,(開 ):停止

FRS フリーランストップ 外部信号によリインバータ出力を進断し,モートルは自然停止します。
1蒔

し

1闘 l msl

故障リセット

故障信号のリセット,インバータ出力と断が行えます。

t至蓬イ詈サ伶1芹受と玩
イツチ(RESET)でも
〕

FM 周波数モニタ

インバータ出力周波数を読み取ることができます。メータはDCO～ OV(mA)の 電圧指示計,デ
ジタル周波数カウンタのどちらでも使用できます。(切替は

「

28スイノチ選択にて行います )

ジョギング 接点 (閉 ):ジョギンク運転 (ジョギンク参 照ください)拡張多段速選択時は多段速の|つとなります。

多段速 接点(閉):多段速運転 (多段速運転参照ください)
CF2

2段加減速 接点(閉 ):2段加減速 (2段加減速参照ください)

周波数到達

インバータ運転中,設定周波数に到達した時信号を,

トランジスタ出力で取り出せます。

工作機等の自動運転をする時に便利です。

(周波数到達信号任意周波数設定参民Rください)

※リレーをご使用の場合は,並列にサージ吸収用の

ダイオードを設けてください。
運転中信号

COM コモン AR,RUNのコモン端子 (接地ではありません)

故障表示接点

インバータがトリップした場合 ,

リレー接点信号を出します。

里 常 日寺 ALO―ALI所
ALO―AL2薩

AC250V2 5A

02A
DC30V3 0A

07A

接点定格Ч
ALl AL2 A L0

抵抗負荷)

cosφ =04)
抵抗負荷)

cosφ =04)

AL2

か

］
Ｖ

お
）

2CH AR RUN COM 」G CF2 CF H 0 O L FW RV RS L FM FRS AL AL2 AL0
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F大適用モートル

(4P,kW)
インパータ機種略号

線 適 用 器

動力線 信号線 制御線 述断器(MCB) 電磁接触器(MB) サーマルリレー(RC値 )

HFC―VVVS ILD3
HFC― VWS ILD3A(R) 2 mm2 0 75mm2シ ールド線 2m m2 F-30F (5A) H10C TR20B一 IE (24A)

0 75
HFC― VWS I.5LD3
HFC―VWS 1 5LD3A(R) 2  〃 F-30F  (10A) H10C TR20B-lE (3 8A)

HFC― VWS 2 5LD3
HFC― VWS 2 5LD3A(R) 2  〃 〃 〃 F-30F  (15A) H10C TR20B IE (68A)

HFC― VWS 3.5LD3
HFC― VWS 3 5LD3A(R) 2  〃 F-30F  (20A) H20 TR20B― IE (9A)

HFC― VWS 5 5LF3
HFC― VWS 5 5LF3A(R) 3 5 〃 〃 F-30F  (30A) H20 TR20B E (5A)

H「 け~VWし  もL「 も
HFC―VWS 8LF3A(R) 5 5 〃 〃 F-50FB(50A) H25 TR25B IE (20A)

7 5
HFC― VWS HLF3
HFC―VWS HLF3A 8  〃 F-60FB(60A) H35 TR50B― IE (28A)

||
HFC― Vヽハ/S 16LF3
HFC― VVVS 16LF3A 14  〃 〃 〃 F-00FB(75A) H50 TR50B― IE (40A)

HFC― VWS 22LF3 22  〃 〃 〃 F-00FB(100A) H65 TR80B-lE (55A)

185 HFC― VWS 33LF3 30   〃 〃 F-100FB(100A) H80 TR80B IE (67A)

HFC― VWS 33LF3 38  〃 〃 〃 F-225F (150A) H100 TR150B― IE(80A)

HFC― VWS 40LF3 60  〃 〃 〃 F-225F (200A) H125 TR150B― IE(105A)

HFC― VWS 50LF3 60  〃 〃 〃 F-225F (225A) H150 TR150B IE(130A)

HFC― VWS 60LF3 100  〃 F-225F (225A H200 TR400B― E(140A)

HFC― VWS 75LF3 100  〃 〃 〃 F-400FB(350A) H250 TR400B― IE(240A)

景大適用モートル

(kW)
インバータ機種略号

配 線 適 用 器 日

動力線 信号線 制御線 進断器 (MCB) 電磁接触器(Mg) サーマルリレー(RC値 )

22 HFC― VWS 5,5HF3 2 mm2 0 75mm2シ _ル ド線 2m m2 F-50FB(10A) H20 TR20B IE (5A)

HFC― VWS 5 5HF3 2  〃 〃 〃 F-50FB(20A) H20 TR20B― IE (68A)

5 5 HFC― VWS 8HF3 3.5〃 〃 〃 F-50FB(30A) H20 TR20B E (11A)

HFC― VWS IIHF3 35〃 〃 〃 F-50FB (30A) H20 TR20B― IE (5A)

|| HFC― VWS 16HF3 55〃 〃 〃 F-50FB (50A) H25 TR25B― IE (20A)

HFC― VWS 22HF3 8  〃 F-60FB (60A) H35 TR50B― IE (28A)

18.5 HFC― VWS 33HF3 14  〃 〃 〃 F-60FB(60A) H50 TR50B E (40A)

HFC― VWS 33HF3 14  〃 〃 〃 F― 100FB(75A) H50 TR50B-lE (40A)

HFC― VWS 40HF3 22  〃 〃 〃 F-00FB(100A) H65 TR80B― IE (55A)

HFO― VWS 50HF3 22  〃 〃 〃 -00FB(100A) H80 TR80B― IE (67A)

HFC― VWS 60HF3 38  〃 〃 〃 =-225F (150A) H100 TR150B E(80A)

HFC― VWS 75HF3 60  〃 〃 〃 =-225F ( 75A) H125 TR150B― IE(105A)

HFC―VWS 100HF3 60  〃 〃 〃 =-225F (225A) H50 TR150B E(130A)

HFC―VVVS 120HF3 100  〃 〃 〃 =-225F (225A) H200 TR400B― IE(140A)

HFC― VWS 150HF3・ 60× 2 〃 〃 〃 =-400FB(350A) H250 TR400B― IE(240A)

HFC― VWS 180HF3 80× 2〃 〃 〃 =-400FB(400A) H300 TR400B― E(240A)

HFC―VVVS 220HF3A 00× 2 〃 〃 〃 =-400FB(400A) H400 TR400B― E(380A)

HFC― Vヽハ/S300HF3A 200× 2〃 〃 「 -600FB(600A) H600 TR400B― E(380A)

(注 1)適用器具は日立標準三相モートル4極の場合を示しま現

(注2)遮断器は述断容量も検討して機種選定してください。

(注 3)サ ーマルリレーのRC値はモートルの定格電流値に合わせてください。

(注 4)インバータ単体の漏洩電流はI台当り約3mAです。

(注5)最大適用モートル (日 立標準二相モートル4極 )を 10Hz～ 60Hzで使用
する場合,サーマルリレーは不要です。

(注6)動力線はR,S,T,U,V,W,P,(M),Nイ言号線はH,0,Ol,L,FW,RV,
RS,FRS,FW,」 G,CFI,CF2,2CH,AR,RUN,COM,制 御線はRO,
To,RH,SH,TH,RM,SM,TM,Rと ,SL,Tし,ALo,ALl,AL2の 靖考子に
接続される線で現

(注 7)アースは8kVA以上は3 5mm2,5 5kVA以 下は動力線と同じサイズの

ものを使用ください。また,220,300kVAは 38mm2以上を使用ください。

(注8)220,300kVAの 外部ル ーキ用配線 (P,H,N)は 38mm2× 2を ど使用

ください。
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■ 接 続 例 ](lLD3～ 75LF3,5 5HF3～ 75HF3,200V級 ,400V級とも75kVA以下の場合 )

デジタル操作パネルですべて操作する場合 (標準接続図)(パターン1)

M C8

注1)200V級 イン ―ヾ夕では制御回路端子(Ro,To)を接続しなく

ても正常にインバータ運転しますが下記の場合,及び400V

級インバータの場合は,雰ず接続してください。

(イ )商用切替,瞬停再始動する場合。

(日 )故障表示を残したい場合。

(ハ )不足電圧及びH舜停トリップ時,アラームリレーを動作させた
い場合。

(200V級インバータでRo〕 Toを接続しない場合は,電源遮

断時,あるいは不足電圧時,“ POWER OFFⅢ と表示し停
止します。)

三
相
電
源

モートル

回生制動ユニット

配線不要

故障表示接点

周波撫到達信号

運転中信号

注2)Ro,Toを 接続する場合は,電線保護用のヒューズEFを設

けてください。

周波数指令

|

正転運転/停止
逆転運転/停止

Ｈ

０

０

Ｌ

Ｆ Ｗ

ＲＶ

ＲＳ

２ＣＨ

恥

蠅

ＣＦ，

ＣＦ２
‐

」

操作盤(OPE)など外部指令で操作する場合 (パターン2)

周波数設定器

周波数計

正転運転/停止

逆転運転/停止

ここでは操作盤 (OPE-4M,OPE-8M)で 操作する場合を示します。

注1)200V級イン ―ヾ夕では制御回路端子(Ro,To)を接続しなく
ても正常にイン ―ヾ夕運転しますが下記の場合,及び400V

級インバータの場合は,必ず接続してください。

(イ )商用切替,瞬停再始動する場合。

(日 )故障表示を残したい場合。

(ハ )不足電圧及びH舜停トリップ時,アラームリレーを動作させた
い場合。

(200V級インバータでRo,Toを接続しない場合は,電源
遮断時,あるいは不足電圧時,“ POWER OFF"と表示し
停止します。)

注2)停電時,周 波数設定及び運転指令が設定されています
と,復帰時,再運転開始します。安全のため入力側にMg
を入れることをお奨めします。

注3)Ro,Toを 接続する場合は,電線保護用のヒューズEFを設

けてください。

三
相
電
源

故障表示接点

周波数到達信号

運転中信号

インバータ

6

注)インバータの2次側のサーマルリレー(THRY)の挿入について
内蔵の電子サーマル調整レベルをこえてモートル留吏用する場合や,10～ 60H zの 定トルク特性範囲

外で連続運転する場合は,インバータの2次側にサーマルリレーを挿入してください。

また,複数台のモートルを運転する場合は各モートルの 1次側にサーマルリレーを挿入してください。
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デジタル操作八ネルですべて操作する場合

王ヽ 制御回路端子 (R― H,S― H,T― H,R― H,S― M,

T― M,R―し,T―し)は受電電圧に応じ,下記の

ように必ず接続してください。

三
相
電
源

端子名 受電電圧

R‐ H

S― H

T― H

460V± 10%

(60Hz± 5%)

R‐ M

S― M

T― M

415～ 440V± 10%

(50/60Hz± 5身分

R― L

S~L

T―し

380V± 10%

(50Hz± 5%)
400V± 10%

(50/60Hz± 5%)

また,電線保護用のヒューズEF(500Ⅵ 3A)

を設けてください。

Ｒ
　
Ｓ
　
Ｔ

Ｒ・Ｈ
‐

司

Ⅶ

剰

則

ｓ・Ｍ
‐テ主‐，

Ｔ・Ｍ
‐

引

判

判

Ｔ・Ｌ
サ

　
Ｈ

ｏ

ｏ‐

Ｌ

ＦＷ

ＲＶ

ＲＳ

２ＣＨ

ＦＲＳ

ＪＧ

一
一
ぃ
一
中

■ 接 続 例 2(looHF3～ 180HF3… … 400V級 100kVA以上の場合 )

注)インバータの2次側のサーマルリレー(THRY)の挿入について
内蔵の電子サーマル調整レベルをこえてモートル袖 用する場合や,0～ 60Hzの 定トルク特性範囲
外で連続運転する場合は,インバータの2次側にサーマルリレーを挿入してください。

また,複数台のモートルを運転する場合は各モートルの 1次側にサーマルリレーを挿入してください。

操作盤(OPE)など外部指令で操作する場合

王ヽ 制御回路端子 (R― H,S― H,T― H,R― M,S― M,

T― M,R‐ L,S~L,T~し )は受電電圧に応じ,下

記のよう|こ必ず接続してください。

端子名 受電電圧
Ｒ

Ｓ

Ｔ

460V± 10%

(60Hz± 5%)

R‐ M

S― M

T― M

415～ 440V± 10髪

(50/60Hz± 5%)

R― L

S~L

T~L

380V± 10%

(50Hz± 5%)
400V± 10%

(50/60Hz± 5%)
周波数設定器

周波数計
正転運転/停止

逆転運転/停止

ショイング

,主 2)

また,電線保護用のヒューズEF(500Ч 3A)

を設けてください。

停電時,周波数設定及び運転指令が設
定されていますと,復帰時,再運転開始しま

魂 安全のため入力側にMgを入れることを

お奨めしま魂

υ

Ｖ

Ｗ

Ｐ

Ｍ

Ｎ

　

　

　

　

　

　

　

塙

一
ＡＬ
‐
”
咄

ぃ

　

　

ＡＲ

ＲＶ

ＲＳ

２ＣＨ

ＦＲＳ

ＪＧ

ＣＦ‐

1故
障表示接点

周波数到違信号

運転中信号
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廻接続191日 (220～ 8Bけ日 F■3A)

MCB

冨:!∃二忌Iκ4::Y∫呑肯ξ :
T

EF

(500V 3A)

正転運転スイッチ

故障表示接点

周波数設定器

周波数計

操作箱 OPE‐4M
OPE‐8M
(可逆運転用 )

電源   ALoALl

BSS~~司  THRY

Ｒ

Ｓ

Ｔ

　

　

Ｒ

Ｔ

　

ＪＧ

ＣＦ‐

ＣＦ２

ＲＶ

Ｆ Ｗ

Ｈ

Ｏ

」

|

37



lo

⑬

■応用接続図

下記のタイミングで行ってください。

主回路電源

運転指令

|

―引  卜岸0秒以上

|

〉却御ヰ州子
注 1)運転指令を先にONしておき後から主回路電源を投入しますと

直入れ始動となり,ソフトスタートせず,トリップして回らない可能

‖生があります。

オプション基板 (S30P― PC日 )を付けた場合

回生制動
ユニ ッ ト接続端子

周波数設定器

ri、

正転運転/停止

逆転運転/停止

故障 リセット

2段加減速

フリーランストップ

ジョギング

多段速運転

多段速運転

故障表示接点

Ｌ
ンＤＢ

ＣＳ

醐

オプショ節
て３３。Ｐ．

操作盤と外部指令電流 (4～ 20mA)の切替をごる場合

手動

自 LIl

周波数設定器

周波数計

正転運転/停止

逆転運転/停止

ジョギング

ｕ

ｖ

ｗ

Ｐ

動

Ｎ

Ｈ

０

０‐

」

Ｆ Ｍ

Ｆ ｗ

ＲＶ

Ｒ Ｓ

刻

聴

ＪＧ

胸

1故
障表示接点

周波数到達信号

運猛中信号

侶監:淵

38



商用切替運転

オフ
°
ション基板 (S30P― PCB)を来
り付けることにより,あるいは商用電源で

の運転からインバータ運転への切替

をモートル運転中に行うことができま坑

(S3A(Rlシリーズは標準装備で杭 )

三
相
電
源

M:摯

趾
旱E小

S3シリーズ
タイマーは次のようにセットしてください。

タイマー2A 01～ 0.5秒にセット
タイマー2B 4～ 5秒にセット

Mgl

タイマー2Aに よるセット時間

Ы
S3Aシリーズ

FWY(RVY)

CS L~~~~キ
ーーーーーー

F二

三三三正三三

14-51a rを
屠丁♀i賑問

I

イ カ ‐ 娼 転

―03-90(S) 200V級
09(S)     409V級
機能モー ドF36(PS R‐ T)
によるセット時間

注1)地絡などでMCBがトリップした時商用回路も動作しませんので
バックアップが必要な場合は,商用回路をMCBCか らとってく
ださい。この場合⑮部配線をはずしてください。

注2)FWY,RVY,2A,2Bは弱電用リレーを使用してください。
商用切替時の運転指令(FW,RV)は外部よりの信号のみ有効で魂

Mgl

M g2

RS― L

剛 Ц硼

インパータ運転開始
1    運転

0モニタモード ―七iユ I… rl i中 rΠ打].山 .ヨ <Te「minalとする

<Terminalとする∫∫
・
卜:― 尊rml山 .コ

転

止

転

正

停

逆

●機能モードF-29                     <② をiとする

01

●
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ブレーキ付モートルを使用する場合](モートルをフリーランしてから電磁フレーキを動作させる場合 )

―……̂… ^口 い…歪討に                (S3A(日 )シリーズ)

ここではOFFブレーキの場合を示します。

Mgl    1                 0N

出力周波数

卜謝g2

ブレーキ
動  作

Ｒ。
　

Ｔ。
　

Ｈ
。
Ｌ
　

ＦＷ
側

(急停止 )

ぽ黒FOF開 )にス「辞用)

モートル

フレーキ付モートルを使用する場合2(電磁フレーキを動作させる周波数を任意に設定する場合)

(S3A(日 )シリース )
ここではOFFブレニキの場合を示しま魂

(機台ヒモードF-39,SPD― ARVを設定してください。)

Mgl    1                0N

SW

FW

出力周波数 ―一一 ―

周波数到達  OFF
信号   ~

Mg2  oFF

ブレーキ
動    イ1   0N

SPD―ARVの設定は,ブレーキoNの時モートルが拘束されますの
で,できるだけ低い周波数 (10Hz以下)にしてくださいの

Ｒ。
　

Ｔ
。

　

Ｈ

。

Ｌ

　

ＦＷ

AR

U VWC° M

(課√もFF用 )往R「絆用)

(OFFブレーキの例)モ ートル

到達信号設定周波数
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T

内蔵形オプシヨン(ォプショ返桐

●OPЩFMA
インバータのデジタル周波数モニタ信号を0～ 10Vのアナログ信号に変換することができます。

p

●

OS3 0P― PCB

1枚の基板で,6機能まで使用できます。

リレー接点定格

AC250V 2 5A(抵 抗負荷 )

0.2A(COSφ =0.4)

DC30V 3.OA(抵抗負荷 )

0,7A(COSφ =0.4)

●

●

周波数到達信号リレー出力

運転中信号リレー出力

週負荷予告信号リレー出力

インバータ出力電流信号

2機能のみのオプション基板
「OP― RY」もあります。
それでれ2Cリレー出力となりま

す。

直流制動外部指令(DB,Lを 短絡)

商用切替

μ

ゞ
ψ
ェ

‐６

一
ド
‐

ヽ

一′

呼

〕

ｉ瀾
エ

一頃
一

Ｐ銀
一

獣

一

．叡

一

舗

一

数

【

国

ｈ
ｌ
‐
―
引
＝
ヽ
Ｒ
継
Ъ
・
　

．ｉ
ｎ
。
∞
ｏ
２
ｍ
ｏ

”一　
　
　
　
Ｔ
領
〔

機 能 名 称 使用端子 容内

直流制動外部指令(DB!Lを短絡) DB― L

SW閉で外部より直流制動がかけられます。
制動力,制動時間の設定は

デジタル操作パテ、ルにてイ子えます。

インパータ出力電流信号 IM―L

インバータ出力電流に比例した電圧を出力します。

(インバータ定格電流時DC4V出 力)

(10Hz以上で有効です。)

過負荷予告信号リレー出力 OLO-OLl
デジタル操作パ方、ルによって設定した

過負荷予告レベル (50～ 150%)1こ達すると接点が閉じます。

(10Hz以上で有効です。)

運転 中信号 リレー 出 力 日NO―日Nl インバータ運転中は接点が閉じます。

周波数到達信号リレー出力 ARO― A日 1
設定した周波数に達すると接点が閉じます。

(周波数到達信号トランジスタ出力と同じ内容です。)

替切用商

CS―L
RS―L

(イン ―ヾ夕本体 )

モートルを商用運転からインバータ運転へ切り替えることができま丸

S3Aシリーズは,
商用切替機能が標準装備されているため本基板は不要です。
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外部オプション

●リモートオペレータ・コピーユニット(s3A,S3ARシリーズ用)

■リモートオペレータ(DOP-lA,DOP-3A)の機能と操作

■コピーュニット(DRW-lA)の機能と操作

リモートオペレータ(DOP)1こ て3m

及びlmの遠隔操作ができます。手

元操作のほか,インバータ盤などの

前面からそのままデジタル操作が可

能です。

キーを1回押すどとにインバータ本体とツ

モートォペレータの操作が交互に切り替

わります。

ロ
キーでインバータ本体側を選

択した場合は INVERTER と表示
し,ノ モートオペレータ側では操作できま

せん。

ソモートオペレータ側を選択した場合はイ

ンバータ本体側の表示が Remoteと

なリソモート側で操作できます。

操作内容は,イ ンバータ本体のデジタル

操作パネルと同じです。

匡巨証ヨ
キーでリモートイ則を選択した

HttLEDが点灯します。

V/F特1生,加減速時間などの内容

を一発読出し,及び転送が可能で

す。同時にリモートオペレータの機

能も兼用できま現

リモートオペレータと同一です。

リモートオペレータと同一です。

リモートオペレータと同時 1こ本体インバー

タのデジタル操作パネルと同じです。

コピーユニット
リモートオペレータと同一です。

インバータ本体のデータをコピーユニット

に読み出し,コピーユニットの記憶素子に

記憶します。

読み出しを行った後にデータをロックする

こともできます。

誂 キーを才甲して言売み出したインバ

ータのデータを他のインバータに転送す

伽 こ謎 再 ‐ 郷 します。



■コピーュニット操作例 1(親となるインバータAの設定データを単にB,C,Dのインバータに移す手‖贋)
順序 操 作 内 容 操 作 キ ー 操 作 結 果

]

Aのインクヾ―夕より,基本となる設定データを

読み出します。(コピーユニットの言E憶素子に

格糸内します。)
コピーユニット

［一．中中中呻
2
Aイ ンバータを電源切にし,接続ケーブルを

1よずしま1~。

8
接続ケーブルをBのインバータに接続し,B

のインバータに電源を入れます。

4
コピーユニットに格納されている設定データ

をBのインバータにコピーします。 日

コピーユニ

ツ`ト

一］　Ｆ中・中呻蝉
5 Bのインバータの電源を切)り ます。

6

Cの インバータとDのインバータの操作もBの

インバータと同様に上記順序3～順序5を実

行します。

■コピーユニット操作例2(Aインバータを設定変更して,B,C,Dのインバータに移す手‖贋)

1

ケーブルを接続しソモートキーを押してから,

インバータ本体の設定データをコピーユニッ

トで変更します。

□ □ □
日 日 日

コピーユニット

データ変更

Aインバータ

［一一　呻一中中呻

２

～

６

Aのインバータより,基本となる設定データを

読み出します。(コピーユニットの記憶領域に

格納します。)

これ以降は,操作例 1と同じ操作手順です。

※みずデータ設定変更を先に行ってください。

団
Aインバータ

コピーユニット

一］．　・中．中中中

0

●

■寸法図 (単位:mm)

0リモートオペレータ(DOP-lA,DOP-3A) oコピーユニット(DttW-lA)

DOP-lA:
lmケーブル付き

DOP-3A:
3mケーブル付き

DRW― IA:

lmケーブル付き

(注 )リモートオペレータ,コピーユニットのケーブル長を変更したい時のためケーブルのみも準備灰 おりま坑 OCA l lmケ ーブル, CA 3 3mケ ーブル)
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●操作盤 (アナログ指令)

■標準仕様表

(注)周波数計の調整はインバータユニット内の可変抵抗M AD」を使用ください。この調整範囲を超える場合は周波数計の可変抵抗器にて調整ください。

機 種 略 号 OPE 4M
|

OPE 8M

保 護 構 造 閉鎖形

周 波 数 計
43m m角 (0～ 50Hz,0～ 00HziO～ 60Hz,0～ 120Hz,併 用目

盛 )(内部抵抗22kΩ )
|

80mm角 (0～ 50Hz,0～ 100Hz,0～ 200Hz1 0～ 60Hz,0～ 120

0～ 240Hz併用目盛 )(内部抵抗22kΩ )

周波数設定器 W kΩ

ス イ ッ チ FWD/STOP,REV/STOP,」 OG(DC10V 10mA)

塗  装  色 マンセル 5Y7 1

■寸法図 陣仕:mm)

唸
OPE-4M OPE-8M

(壁掛形 )

(埋込形 ) (埋込形 )
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■回生制動ユニ

①受電電圧の拡張

ット(B tt D― E2・ BRD― S2・ Btt D― EZ2)の特長

230V,60Hzの 受電が可能で坑

②抵抗保護用の温度リレーの搭載
ユニット内に温度リレーを搭載していま札

③外部抵抗ユニットの増設が簡単にできま坑

BRD―E2,BRD― S2,BRD―EZ2はクト吉日張抗ど■ニット(RBl,RB2,RB3)

を簡単に増設できま坑

(増設の除は内部抵抗をはずしてくださtヽ。)

■外部抵抗ユニット(RB]・ RB2・ RB3)の 特長
温度リレーの内蔵

過熱保護として温度リレーを内蔵してJD・り,異常時に外部に信号が出力されま坑

(注 )動作電圧設定変更 (-5%,-0%)機 能有り。(内部ディップスイチによるっ)
(注 2)外部接続が必要で坑

1,・
lX

0

■仕様表

名  称 機種略号 定格容量
吊
弓 圧

内蔵抵抗 内蔵抵抗時間定格 消費電力 保護機能など
図示

番号電  源 ON/OFF電源

回生制動
ユニッ ト

BRD― E2
200V級

一般用

200～ 220/

200--230V

50/50160Hz

362 5V

355V

20W′

180Ω

。連

“

売ON時間
10秒 m ax

O許容運転サイクル
1/10(0秒 ON,90秒
OFF)

●1舜時

0 7kW
。定格

120W

0フ ィン温度 00℃ で

温度 リレー動作

図

BRD―S2

200Vお及

,飛時回生

力大

120W,

20Ω

。連ホ売ON時間
05秒 m ax
●許容運転サイクル

1/50(05秒 ON 25

移 OFF)

●1舜時

6 6kW
。定格

120W

0内蔵抵抗温度200℃で温度
リレー動作

リレー定格

【蓬桂細‖
0並列接続時の連動設定
機能有 (親子動作 )

(テ主2)
BRD―EZ2 400V級

380～ 415/

400-460V
50/50,60Hz

725V/

710V± 5V

(,主 I)

(1認」)
×2イ固[望ラ」

●連布売ON時間
0秒 max
●許容運転サイクル

1/0(10秒 ON,90秒
OFF)

●l舜時

1 5kW

O定格
240W

図 2

名  称 機種略号 定格容量 抵抗イ直 連続ON時間定格 消費電力 過 熱 保 護
凶 不
番 号

外部抵抗

ユニッ ト

400W 50Ω 10秒 max
●l舜熙テ2 6kW
●定格 400W 抵抗内部に温度 リレーを内蔵 し,異常高温時 ,

｀
開
″
(b接点)の信号を出力。

接点定格 AC240V 3A(R負 荷)0,2A(L負荷 )

DC36V 2A(R負荷 )

図 3

600W 35Ω 10秒 max
。瞬時 3 8kW
。定格 600W

図 4

|′ 200VV 7Ω 10秒 max
。1舜 時 7 7kW

。定格 I′ 200W
図 5
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■寸法図 伸位:mm)

図I BRD‐ E2・ BRD‐S2 図2 BRD‐ EZ2

端子台

図5 RB3

鞘
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■回生制動ユニットBRD― E2の選定 |,」
負荷慣性モーメントが大きい場合や,急減速する場合は回生エネルギーが大きくなるため,

同生エネルギーを消費させる装置,回生制動ユニットが必要です。

(1インパータ・モートル標準組み合わせでの平均制動トルク
インバータとモートルを標準組み合わせとして,BRD― E2を使用した時の平均制動トルクを表 lに示しま現

表iインバータ。モートル標準組み合わせでの平均制動トルク(日日D― E2を ]台使用した場合 )

条件
 ::詈 ::::竃療獣線聞亀甚牝も

回
転
数

慣1生モーメント:」 (kgm)ただし()内はGD2(kgf・ m)
TO :モートル定格トルク(N・ m),ただし()内は(kgf・ m)
TB①:3～ 60(50)Hzでの平均制動トルク
TB⑧:3～ 120(100)Hzでの平均制動トルク

C)

(2)インパータ。モートル標準組み合わせでの平均制動トルク(BRD―E22台使用時)
BRD― E2を2台使用した時の平均制動トルクを表2に示しま現

表2インバータ。モートル標準組み合わせでの平均制動トルク(BRD― E22台使用時 )
条件は表 1と 同じで現

モートル

(kW)

インバータ

(kVA)

モートル単体の

」:慣1生モー

メント

モートル定格トルク

To

BRD―E2ホ票準内蔵抵抗のまま BRD― E2の内蔵抵抗をはずし,外部抵抗ユニット使用

抵抗  120W180Ω RBl RB3

50Hz 60Hz Tぃ (D TI:⑥ T出 ① T出 ③ Th ① T11鸞9
10 0.00H(0.0044) 269(027) 225(023) To× 1 5 To× 1 2 To× 1 5 To× 1 2 To× To×

0 75 15 0.0023(0.0092) 504(05) 421(043) To× 1 0 To× 08 To× 5 To× 1 2 To× To×

0.0043(0.017) 100(.02) 833(085) To× 06 To× 06 To× To× 08 To× 5 To×

22 00080(0.032) 12.2(1.25) To× 05 To× 0 5 To× 0 To× 0,8 To× 5 To× 2

55 0015(0058) 24.5(2.50) 20,5(2.10) To× 04 TO× 04 To× 0,6 To× 0.6 To× To× 2

55 8 0022(0088) 365(372) 30,4(310) ToX0 3 ToX0 3 To× 0.5 To× 0.5 To× To× 0.8

|| 0030(012) 497(507) 414(422) TO× 04 To× 0,4 To× 0,8 To× 08

0.078(0,31) 604(616) To× 03 To× 0.3 To× 0 7 To× 0.7

0.098(0.39) 82,3(8.40) To× 0 5 To× 0.5

185 015(059) 12.4) 10(10.3) To× 0.3 To× 0.3

019(077) 147) 120(22) To× 0.25 To× 0.25

モートル

(kW)

インバータ

(kVA)

モートル単体α

」:慣性モー

メント

モートル定格トルク

To

BRD―E2標準内蔵抵抗のまま BRD― E2の内蔵抵抗をはずし,外部抵抗ユニット使用

抵抗  120W i80Ω RBl RB3

50Hz 60Hz ① T出 (E) hl ① T出 ③ T出 ① T出 ①
000H(00044) 2,69(0.27) 225(0.23)

075 00023(0.0092) 5,04(05り 421(043) To× 1 5 To× 1 2

l.5 25 00043(0017) 1010(102) 833(085) To× 10 To× 08

2 2 35 00080(0032) 14,7(50) 122(1.25) To× 0,7 ToX O.7 To× 1 5 To× 1 2

3 7 55 0,015(0058) 24.5(2.50) 20.5(210) To× 0 5 To× 05 To× || To× 0,9

5.5 0.022(0.088) 36.5(3172) 304(310) To× 03 To× 03 To× 08 To× 08 To× 1 0 To× 0

II 0.030(0,12) 497(507) 414(422) To× 03 To× 03 To× 0 6 To× 06 To× |.0 To× 1 0

II 0.078(0.3) 724(739) 604(616) To× 05 To× 0 5 To× To× 0

0098(039) 98.8(0,I) 82,3(8.40) TO× 0.4 To× 04 To× 1 0 To× 0

18.5 015(059) 12(12.4) 10(103) To× 0.3 To× 0.3 To× 0.6 To× 06
019(0.77) 144(14.7) 120(12.2) To× 0,3 To× 03 To× 05 To× 05

023(093) 196(20.0) 164(16.7) To× 05 To× 05
032(128) 242(24,7) 202(20.6) To× 03 To× 03

038(15) 294(30.0) 246(250) To× 0 3 To× 03

0,55(22) 360(36.7) 300(306) To× 0,25 To× 025

※モートルは日立標準三相かご形4極全閉外扇形モートルの場合を示します。
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■回生制動ユニットBRD― EZ2の選定例

(1インパータ。モートル標準組み合わせでの平均制動トルク

インバータとモートルを標準組み合わせとし,BRD EZ2を使用した時の平均制動トルクを表3に示しま坑

表3インバータ。モートル標準組み合わせでの平l匂制動トルク(Btt D― EZ2を ]台使用した場合 )
条件 ●BRD E動作ひん度 舌≦01           (RBl,日 B3の 例 )
●BRD E連続動作時間 tB≦ 10秒

⑬

」:慣性モーメント(kgo m2)た だし()内はGD2(kgf・ m)
To :モートル定格トルク(N・ m),ただし()内 は(kgf・ m)
TB①:3～ 60(50)Hzでの平均制動トルク
TB① :3～ 20(00)Hzで の平均制動トルク

ォプショ】

()(21ヱと生現Z澱珊 8守ラ理窺茫瑠毘裂トザレク(BRP―EZ2 2台使用時)
表4インバータ。モートル標準組み合わせでの平均制動トルク(BRD― EZ2を 2台使用した場合 )
条件は表3と同じで魂

抵抗器 RBI…… 400W
RB3… … 1200W

50Ω

17Ω

プオ

モートル

(kW)

インパータ

(kVA)

モートル単体の

J:慣性モー

メント

モートル定格トルク

TO

BRD―EZ2標準内蔵抵抗のまま BRD―EZ2の内蔵抵抗をはずし,外部抵抗器使用

抵抗 (120Wi80 Ω)X2 抵抗器 (RBI)× 2 抵抗器(RB3)× 2

TB ⑥ TB ③ TB ① TB ③ TB ① TB ①
10 0001(00041) 269(0,27) 2.25(023) To× |,5 TO× 1,2 TO× |.5 To× 1 2 TO× 5 TO× 1 2

0.75 00023(0.0092) 504(0.5) 421(043) To× 10 To× 0 8 TO× 5 To× 1 2 TO× 5 TO× 2

15 00043(0017) 10.0(102) 833(085) To× 06 To)(0 6 TO× 1 0 TOX0 8 TO× 5 TO× |`2

0008(0,032) 14,7(150) 122(,25) To× 05 To× 0 5 TO× 1 0 To× 0,8 TO× 5 TO× 2

0015(0058) 24.5(2.50) 205(210) To× 04 TO× 04 TO× 06 TO)(0.6 TO× 5 TO× |.2

0022(0088) 36.5(372) 304(310) To〉〈0 3 To)(0 3 TO× 05 TO〉く0.5 TO× 0 To× 0,8

II 0030(0。 12) 49,7(507) TO× 04 TO)(0 4 To)(0 8 To× 018

|| 0078(03け 72,4(7.39) 604(616) To X O.3 To× 0 3 TO× 07 To× 0.7

0098(039) 98.8(101) 823(840) TO× 0.5 To〉〈0 5

モートル

(kW)

インバータ

(kVA)

E― トル単体の

」:慣性モー

メント

モートル定格トルク

TO

BRD―EZ2標準内蔵抵抗のまま BRD EZ2の 内蔵抵抗をはずし,外部抵抗器使用

抵抗 (120Wi80 Ω)× 2 抵抗器 (RBI)× 2 抵抗器 (RB3)× 2

50Hz TB ④ TB ① TB ① TB ③ TB O TB ⑧
0、 00H(0.0044) 2.69(027) 2.25(023)

0 75 15 0.0023(00092) 5,04(05) 4.2(043) TO× |.5 To× 1 2

00043(0.017) 100(02) 833(0,85) TO× 1 0 To× 08
0008(0032) 147(1.50) 122(1.25) To)く 0 7 ToX0 7 TO× 1 5 To× 1 2

0015(0058) 245(250) 205(210) To× 05 TO× 0.5 TO× | | To〉(0.9

55 8 0022(0088) 365(372) 304(310) To× 03 TO× 0,3 To× 0 8 To× 0.8 TO× TO×

75 0030(012) 497(507) 414(422) To〉く0 3 TO× 0 3 To× 0 6 To× 0.6 To× 1 0 TO×

II 0078(03け 724(739) 60.4(616) To)(0.5 To× 0.5 TO× TO× 0

0098(039) 988(0 ) 823(840) TO)く 0 4 TO× 0.4 TO× |,0 TO× 0

※モートルは日立標準二相かど形4極全閉外扇形モートルの場合を示します。
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■接続図

回生制動ユニット(BRD―E2)を使用する場合 (内部抵抗をはずし外部抵抗ユニット使用の場合)

（
２。。

Ｖ

級

）

三
相

電

源

周波数設定器

正転運転/停止

逆転運転/停止

故障 リセ ット

2段加減速

フリーランストップ

ジョギング

多段速運転

多段速運転

注1)外部抵抗ユニット設置の場合はBRD―E2の 内部抵抗をは

ずし■端子Rl R2に外部抵抗ユニットの端子ALl,AL2を接

続してくださtヽ。

日

Ｓ

Ｔ

　

　

　

　

Ｈ

Ｏ

Ｏ

Ｌ

Ｆ Ｗ

肘

ＲＳ

馴

恥

■

ｍ

ＣＦ２

」

C'

回生制動ユニット(BttD― EZ2)を使用する場合 (内部抵抗をはずし外部抵抗ユニット使用の場合)

200/220V
50・ 60/OOHz
操作電源

正転運転/停止

逆転運転/停止

故障リセット

2段加減速

フリーランストップ

ジョギング

多段速運転

多段速運転

注2)外部抵抗ユニット設置の場合はBRD―EZ2の内部抵抗をは

ずして,端子RlrR12,R2● R22に 外付抵抗ユニットの端子

ALl,AL2を 接続してくださtヽ。

Ｕ
　
Ｖ

　

Ｗ
　
Ｐ

0イ ンタヾ―タ
Ol

ビ     FM
FW
PV
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●交流リアクトル

汎用モートルとHFC―VWSシツーズを組み合わせた総合力率は電源   汎用モートルをインバータで駆動しますと,商用電源ぜ運転した場合に
インピーダンス1こより異なりますが,インバータの一次側に交流リアクトル   くらべ,騒音や振動が大きくなりま坑交流リアクトルをインバータとモート
を用いることで80～ 95%程度に改善fき ま魂              ル‖I〕 にイ女統することにより,モートルの陥出

:や
トルク脈動を小さくすること

がて'きます。

女庫t世 力夕il「:!ii!:冒輪
リアクトル               (kvA相 当)

※接続するモートルの定格電流値を超えないよう1こ選定する必要があります。

(単位 :mm)

図 3

(注 )()内端子番号は力率改善用交流リアクトルの場合で或

(R。)(R)(Sa)(S)(TO)(1
(RO)(R)(S。 )(S)(T。)(T)
U X V Y W Z

電

圧 種機
寸 法 (mm)

」 ⑮ E
略
量
の

枇
質
ｒｋ

凶ホ

基ニA C H X Y

２
０
０
Ｖ
級

AL卜 25L 6 4 図

AL卜55L 6 図

AL卜 1lL 6 5 図 2

AL卜22L 6 図 2

AL卜 33L 6 図 2

ALI-50L 7 図 2

AL卜 75L 7 図 2

４
０
０
Ｖ
級

AL卜55H 5 図 2

AL卜 1lH 図

AL卜22H 図 2

AL卜33H 図 2

AL卜 50H 260 7 図 2

AL-75H 260 H2 7 図 2

AL卜 120H 300 7 105 図 2

AL卜 180H 370 7 10E 図 2

AL-220H 7 13 図 2

AL卜300H 350 7 図 2

電圧 機 種
寸  法 (mm)

」 ① 螂攀ｍ
図示

番号C H X Y

200V級

ACL― L- 04 4 27 図

〃 -075 4 42 図

15 6 d 図

6 4 5 図

37 230 6 4 148 図

55 330 6 図 2

2 7 67 図 2

250 7 67 図 2

″ 15 7 67 図 2

〃 -85 280 7 40 5 図 2

〃  -22 7 図 2

″   -30 0 図 2

〃  -37 0 445 図 2

〃  -45 0 図 2

〃  -55 0 103 図 2

400V級

ACL― H-0コ 5 6 4 2 7 図

〃 -075 6 4 図

〃 -15 6 4 図

〃 -22 6 4 図

〃 -37 H5 6 4 148 図
〃 -55 230 5 6 4 155 図
〃 -75 235 2 7 図

〃 250 7 53 図

〃 -5 7 67 図 2

〃 -185 7 67 図 2

〃  -22 75 7 図 2

″  -30 0 図 2

〃  -37 図 2

〃  -45 445 0 図 2

〃  ‐55 図 2

〃  -75 図 2

〃  -90 200 103 図 2

〃 ―H0 250 103 図 2

〃 -32 103 図 2

機 種
寸  法  (mm)

J ⑬ D
略
量

ｇナ

概
重
徹

図示

番号A C H × Y

DCL-220H 7 図 3

DCL-300H 175 7 図 3

50



●ラジオノイズフイルタ(零相リアクトル)(ZCL― A)

汎用インバーケご使用時1こ 1よ電源似‖配線等を通して近くにあるラジオなど1こ

雑音を発生させることがありますので,零相リアクトルを設置すればその影響を軽減することがあります。

①電源イH!配線等を通して発生するラジオノイズの低減用

②l機種で300kVAまでの全容量に対応可能 (使用するイ回数にて対応します)

0インバータ用ノイズフイルタ(」 Fシリァズ)

インバータから発生する電源線間のノーマルノイズ,電線と大地間のコモンノイズ

に対してノイズ減衰性能を発揮します。(イ ンバータの一次側に接続 )

(CIPR14レベル CISPR:国 際無線障害委員会基準 )

ZCL― A

C'

1.形式

形式 : 」 F

―

公称電1充

基本形式   |
Li200V、 Hi400V級

2.適用機種

機   種  名 適用インバータ

」F― L35 HFC―VWS8LF3,8LF3A,8LF3AR,IILF3,|ILF3A

」F―L53S HFC― VVVS16LF3, 16LF3A

」F‐L75S HFC― VWS22LF3

」F―L105S HFC― VWS33LF3

」F― L135S HFC― VVVS40LF3

」F― L160S HFC―VWS50LF3

」F‐ L200S HFC―VWS60LF3

」F‐ L250S HFC―VWS75LF3

」F‐H10S HFC―VWS5 5HF3

」F‐H20S HFC― VWS8HF3

」F―H35S HFC― VWS16HF3,22HF3

」F‐H53S H FC―VVVS33HF3

」F‐H70S HFC― VVVS40HF3

」F―H83S HFC―VWS50HF3

」F― H105S HFC― VWS60HF3

」F―H135S HFC― VWS75HF3
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寸法図

図 2

アース端子

図 1

ィ/｀ヽ

t
図 4

単 位

品   名
寸   法 取り付け穴

M
端  子 アース端子

ネジ
図

A C D E F G ネジイ垂 百
国

」F―L35 235 M5 13 M4

図

」F― L53S 280 6 M5 14 5 M4

」F―L75S 280 6 M5 17 5 M6

」F― L105S 330 6 M8 M6

品   名
寸 法 取り付け穴 端 子 アース端子

C D E F G K L M

JF― L135S 383 5 M8 M8 彊]2

」F―L160S 360 170 M8 M8

図 4」F―L200S 230 15 M0 M8

」F―L250S 450 230 15 M0 M8

JF― H20S |10 M55 M5 M4 優]2

JF―H35S 0 φ70 M5 M4

図 3

JF― H53S 5 φ70 M6 M4

JF― H70S
φ70 M6 M4

」F― H83S

」F― H105S
383 5 φ65 M8 M6 図 2

」F―H135S

(注 )上記は概略寸法図となりま魂 設計用には寸法図をご請求ください。 52



0応用制御装置

名  称 機種略号 制御機能

電 源
入力信号

(入カインピーダンス)
出力信号 主 な 制 御 例 図示番号

電  圧 容 量

線形加減速

装   置
LAD‐ E

直線的

加速/減速制

作,

DCO～ 10V00k O以上)

DCO- OV

0インバータ複数台の揃速運転
※加速・減速時間設定 :I～ 30秒 ,3～ 120

秒可調整

図

比例制御装置 PRD― E

インバータ5台

までの比例運

転

DCO～ OV 00kΩ 以上)
0インバータの比例速度運動
※コンペアの比例運転

速度指令装置 SSD‐ E

外 部 PGの 信
号を速度指令

電圧に変換

ACO～ 50V

(三相 )

O PGと の組み合わせによる追従運転

※コンペアの追従運転

ダ ン サ ー

ロ  ー  )レ

制 御 装 置

DCD‐ E

ダンサロール/

シンクロの変位

置を電気信号

に変換

DCO～ 86V00k Ω以上) DCO～ 10V

●シンクロとの組み合わせによる同期運転

●ダンサー日―ルとの組み合わせによる揃

速運転

※コンペアの同期運転

※定張力巻取運転

比例・積分

制 御 装 置
PID‐ E

プロセス信号を

目標設定イ直と

比較し,比例 ,

積分した速度

指令電圧に変

換する

DC4～ 20mA(270Ω )

DCO～ 16mA(270Ω )

DCO～ 10V

0ブロセス制御
※流量,圧力,温度レベルなどの制御

※粉砕機の負荷率一定制御

DCO～ 10V(20k Ω)

た る み
制 御 装 置

LCD‐ E

光センサの信

号を速度指令

電圧に変換

15VA DCO～ 10V(OkΩ )

o光センサとの組み合わせによるたるみ制
御運転

※麺,ゴムなどのラインエ程のたるみ量を一

定にする

電流・電圧

変 換 装 置
CVD‐ E

電流/電 圧変

換

15VA

DC4～ 20mA(250Ω )

DCO～ 16mA(250Ω )
o入力信号間の絶縁
o工業計器などからの電流信号による制
御

●直線加速/減速のクッション制御設定

I～ 30,3～ 120秒可調整
電圧/電 圧変

換
DCO～ 10V(10k Ω以上)

遠   隔
制 御 装 置

RCD― E

遠隔操作

長時間線形加

減速

15VA 笑
駆接
身●臥ω

●遠隔操作運転 ●多か所操作
01秒～ 1時間の長時間
ソフトスタート・ストップ

速 度 制 御

装   置
(インバータ用)

ASR‐ 13
PGによるループ

制御用

話品～Юv像贈)
フィードバック

ACO～ 72V(22k Ω)

(三相)
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■寸法図蝉住imm)

図 |

三相交流発電機〈PG― H〉
PG一 H発生電圧 0三相 20V400Hz於 |′ 000rpm

基準点設定用シンクロ変圧機

〔埋込形〕

(ψ 5穴にてナット止めも可)

シンクロ〈SG,SCT〉
シンクロ回転角度●±45℃ 以下 (ダンサーロール制御用 )
シンクロ回転 度030「pm以下 (同期制御用 )
使 用 シ ン ク ロOSGは AL801G,SCTはALA801CT

。ф劇ＯＯ 鳶
郷
受光部

(フィルターイす)

2-ψ 9

□

□

囮

通風孔

入出力端子台

〔壁掛形〕

取 り付け穿孔図

(左 )寸法はSO,SCTと も同一寸法
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イン {―夕駆動専

日 たゞではインバータヽ 区動専用モートルとして,IXシノーズをラインアップしております。

インバータS3Aシリーバ,S3シリーズなどと推Πみ合わせて,威力を発揮。産業界の可変述ニーズにお応えしよ札

(SI単位表示 )

倒牛寺f゛

低速域まで100%定トルク実現

1.低速城 (6～ 60Hz)で 100%定 トルク連続運転が可能。

また高速域 (60～ 120Hz)は定出力特性が得られます。

2.イ凡用モートルと同一枠番を適用。

3.減速機付 (ギヤモートルタイプ)も製作致します。

(注文生た)

,こ ) 4-7 5kWの銘板値は,200V受電時の値を表示しております.

|～ |′
!ヤ

. | | ||十
'|!テ

イ
二
十
1′ ||ィ |ィ  ||| `(

ただし「トルクフースト」,「 V/F/くターカを変更する必要がありま魂
変更値につきましては取扱説明言を参照ください。

■トルク特性図

ヽ ィ
′

定 トルク範囲

形 式 TFO‐ K,KK TFO― KK TFFO―KK

出         力  (kW) 04 0 75 15 22 37 55 75

枠 番 71 2M 32M 80M 80M

定 格 トル ク
(N・ m) 2 26 4 22 123

(kg・ m) 0 23 1 25 611 122 167 25 0

極 数

被 橋 造 外閉外扇形 全閉外扇他力風冷却形

周 波 数 範 囲 6～ 20Hz 6^-100Hz 6～ 75Hz

ト  リレ  ク  特  ‖士 6～ 60Hz定 トルク特性,60～ 20Hz定 出力特1生
6～ 60Hz完トルク特性.60-
100Hz定 出力特Vl

5～ 60Hz定トルク4tVl. 60-
75Hz定出力特性

縁 種 B    れ三 F不重 B  種 F    不重

時 間 定 格 連    続

周
囲
条
件

度 ―10～ 40℃

度 95%RH以下

度 標高 |′ 000m以 下

設 置 場 所 屋    内

口 を風 高食性及び爆発性ガス,蒸気,結露がなく座あいの少ないこと。

適 用インバ ータ容量

5 15 25 35 55 8

機 種 HFC VWS3(改造品),S3A,S3AR(標 準品 ) HFC VWS3シ リー ズ (注文 品 )

源 二相 200V 50/60Hz,220V 60Hz(イ ンバータ入力電源)
ＯＶ

脆

相

ＯＶ
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王ヽ

操作盤(OPE)など外部指令で操作しま現

ここではS3Aシリーズの標準接続図を示します。

,主 1)P35〔パターン2〕 接続図の注記と同一で現

注2)Mgは投入のまま|こしておき,FW,RVにより運転,停止
を行ってください。

注3)リレー Xは弱電リレーをど使用ください。D― L短絡で

積分リセットです。ON,OFFタ イミングは自動運転ス

タートでD― L開放 (X:B接点ON)となります。

,主 5)

インバータの2次側のサーマルリレー(THRY)の 挿入

について

電子サーマルは,定 トルク特性を選択し,インバータ

の2次側にサーマルリレーを挿入してください。

また,複数台のモートルを運転する場合は各モートル

の I次側にサーマルリレーを挿入してください。

S3A(R)シ リーズで定トルク運転するためには「トル

クブースト」,「 V/Fパ ターン」を変更する必要があり

ます。

変更値につきましては「定トルクモートル」取扱説明

書を参照ください。

Mg          ALo ALi

一   I BSS  THRY  28X
回生制動用ユニ ッ ト端子

i種・2種の危険場所にも,インパータ化が実現

インバータHFC―VWSシリーズとけす1の組み合わせにより
「防爆検定」1こ合格した耐圧防爆形モートルを標準シリーズとして用意。

化学工場や塗装工場など爆発性のガスや蒸気を使用する場所でも,

自動化,省力化,省エネルギー化などの可変速ニーズにお応えします。

ト

ル
ク

％

ト

ル
ク

％※
揺ほ撃り翌2尻冊〉梨鱗 g飛台箪 農諄 占,た訥336け」を参照ください。
ユ1壇義箇褐震塾未劣る黙ぎ誓肇隼毛粍ヨど墓笛愁]報二を鉦お問い合わⅨださい。
注3)インバータは注文品対応となります。なお外形寸法はs3Aシ リーズ,S3シリーズ標準品と同一です。

(定格トルク欄 ()内はkgf・ m)

モー トル形式 TFOXX(A)― K,KK(横 形)屋 外使用も対応可
容   量 (kW) 1 5 37 5,5 75 ||

枠 番 2M 132S 132M 60M

定格 トルク

(N・ m) 蛸一６０Ｈｚ時
274(023) 4,80(0.43) 102(104) 22,7(2.32) 331(338) 434(443) ,27(6.40) 350(867)

225(023) 42(044) 833(085) 124(27) 207(2.2) 30,9(315) 420(429) 54▼ (553)
'36(7.5け

極 数 4

モー トル入力電源 200V 50Hz,200V 60Hz,220V 60Hz

防 爆 構 造 d2G4

周 波 数 範 囲 maX 50Hz時 5～ 50Hz i max 60Hz時 6～ 60Hz

絶  縁  階  級 E種 B種
モ
ー
ト
‐‐

度 -20～ 40℃

設 置 場 所 危険場所 (第 1種,第2種 )
イ
ン
バ
ー
タ

機 種 S3Aシリーズ,s3シリーズ(耐圧防爆モートル専用)

電 圧 三相200/220V± o%,50′60,60Hz± 5%
設 置 場 所 屋内非危険場所,(その他の条件は,P4,5の 標準仕様表中の一般仕様による)

O
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正しくお使いいただくために
0ど計画上,ど使用上の注意

設置場所,周 囲環境

高温,多湿,結露しやすい周囲環境及び塵挨,腐食性のガス,研削液のミスト及び塩害などのある場所は避け,直射日光のあたら

ない換気のよい室内に設置してください。また,振動のない場所に据え付けてください。

制御盤内に設置されるときは端子カバー及びブラインドカパーを外してください。この場合は-10～ 50℃ の範囲でご使用となれ

ま魂

配線接続
(1)電源はR,S,T(入 力端子)に ,モートルはU,V,Wに必らず接続してください。(誤接続されますと故障しま魂)
12)接地端子 (③マーク)に必らず接地してください。

運 転

運転/停止

につ とヽ て

運転/停止の際は,主回路の入。出力側に設けた電磁接触器(Mg)の 入切による運転/停止はしないでください。必らず制御回
路端子の運転/停止で行ってください。

モートルの急

停止について

保護動作時や電源速断時,モートルの軸はフリーラン状態となりま魂 モートルの急停止及び保持が必要となる場合は機械ブレー

キなどをご使用ください。

高周波運転に

ついて

S3シリーズは,120Hzまで選択でき,さらに最高周波数調整+15Hzを加えると,それぞれ135Hzま で設定することができますが,2極
モートルを運転した場合,回転数は約8,000min~1(rpm)に も達し非常に危険で魂 モートル,相手機械の機械的強度を十分にご

検討の上選択,設定してください。

また標準電動機 (汎用モートル)は 60Hzで設計されておりますので,これをこえて設定される場合はモートルメーカにお問い合わせく

ナごさい。

なお,日 立では高速モートルをシリーズ化しておりま魂 また,日 立インバータ駆動用定トルクモートルシリーズの場合は120Hz設計

されていま魂

トルク特性
インパータで汎用モートルを運転しますと商用電源で駆動した場合のトルク(特に始動トルクに注意)と変わりま魂 相手機械の負荷

トルク特性とモートルの駆動トルクの駆動トルク特性とをよく調べる必要がありま魂

モートル損失と温度上昇
インバータで汎用モートルを運転した,モートルの冷却は低速になるに従い悪化し,その結果温度上昇が大きくなりま現 従って連続

して連続して使用できるトルクは,低速になるに従い小さくなりますのでご注意ください。

騒  音
インバータで汎用モートルを運転しますと商用電源で運転した場合の騒音にくらべて多少大きくなりますので,特に騒音が問題とな

るような環境で使用する場合はご注意ください。

振   動

インバータでモートルを可変速運転しますと振動を発生することがあり,振動の発生する原因としては,次のような事が考えられ

ま魂

伸淋目手機械を含めた回転体自身のアンパランスによる振動(動機械系のもつ固有振動数による共振。

特に,一定速度のモートルを使用していた機械を可変速運転する場合は(blに注意する必要がありま魂 タイヤ形カップリングの採

用や,モートルのベースの下に防振ゴムを設ける事により,振動の伝達をさけることができま坑

動力伝達機構

動力伝達系統でオイル式のギヤボックス(ギヤモートル)や変速機などを使用している場合は,低速域で連続運転しますと,オイル

潤滑が悪くなりますので注意ください。連続使用回転範囲はギヤボックスのメーカにご確認ください。また,60Hzを超えて運転される

場合は遠心力による強度にご注意ください。

インバータと

モートル間の結線

(1)インパータとモートルの間の電磁接触器を設けて,運転中にON-OFFし ないようにしてください。極数変換モートルのようにインバ

ータの出力側でモートルの巻線を切り替える場合は,必ずモートルが停止してから行ってください。

12)IGBT使 用の電圧形PWM方 式のインバータを適用するシステムでは,ケーブル長 (10m以上)ケーブル布設方法などとケーブル

定数に起因するサージ電圧がモートル端子に発生する場合がありま魂 サージ電圧の大きさによってはモートル巻線の絶縁劣化を

引き起こす可能性がありますので特に400V級 ,ケー)レ長が長い時は次の対策を実施してください。①インパータとモートル間に

LCRフィルタを設置,②インパータとモートル間に交流リアクトルを設置

サーマルリレー

S3シリーズで標準適用出力のモートル(日 立標準二相かご形モートル4極 )を運転する場合は,電子回路によリモートル保護用サー

マルリレーが省略できますが,次のような場合は別途モートル|こ合ったサーマルリレーを設けてください。

●10～60Hz以外で連続運転する場合。

●定格電流が内蔵の電子サーマルの調整レベルを超える範囲でモートルを使用する場合。

●l台のインバータで複数台のモートルを運転するときは,それぞれのモートルにサーマルリレーを設けてください。

複数モートルの運転

低周波から徐々に加速する同時始動の場合はモートル定格電流 (lf)合計がインバータの定格出力電流 (1)以下になるようにインバ

ータを選定してください。

lfl+If2+lf3+… … ≦ 1

ただし,始動電流がインバータの過負荷電流定格を超えないよう注意ください。なお順次始動の場合はご相談ください。

ソフトスタート,ス トップ
大きな慣性モーメントの負荷を始動または停止させる時,ソフトスタート/ソフトストップ時間が短いとインバータがトリップする場合が

ありま或 このような時はスタート時間を長く設定してください。

ノイズ漏れ電流に

ついて

①インバータ主回路の入出力には,高調波成分を含んでおり,インバータの近くで使用される通信機,ラジオ,センサーに障害を与

えることがありま丸 この場合は,インパータ用ノイズフィルタ(オプション)各種を取り付けることで障害を小さくすることができます。

日立インパータテクニカルガイドブックノイズ編 をご参考の上,対策をしてください。

②インバータは,スイッチング動作をしており,漏洩電流が増加しま現 インバータ,モータは必ず接地してください。

遮断器 (MCB)の設置 受電側にはインパータの配線保護のため,速断器を設置してください



―
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配線距離
インバータと操作盤 (OPE)の間の配線距離は20m以内としてください。20mを超える場合はCVD― E,RCD Eをご使用ください。また,
配線にはシールドケーブルを使用してください。主回路配線は電圧降下にご注意ください。

漏電リレー 漏電リレー(または/iF電ブレーカ)を使用の場合は感度15mA(インバータ1台に対し)以上をご使用ください。

進相コンデンサ
インパータとモートルの間に力率改善用コンデンサなどを入れますと,インバータ出力の高調波成分により,コンデンサが過熱したり

破損する恐れがありますので,コンデンサは入れないでください。

自家発電電源を

使用する場合

自家発電に使われる発電機でインバータを運転しますと高調波電流により,発電機の出力電圧波形がゆがんだり,異常過熱する
ことがありま魂 一般にPWM制御方式の場合はインバータkVAの 5倍 ,PAM制御方式の場合はインバータkVAの 6倍の発電機容量
が必要となりま丸

配電系統が及ぼす

インバータヘの影響

汎用インバータにおいて,下記の場合には電源側に大きなピーク電流が流れ,まれにコンバータモジュール破損にいたる場合があり

ま現 これらの状況が予想されたり,またインパータから発生する高調波が影響を及ぼすと予想される特に高信頼性が要求される重

要設備に対しては,電源とインバータとの間に交流リアクトルを使用してください。
A)電源電圧の不均衡率が3%以上の場合 (注 )。
B)電源容量がインバータ容量の10倍以上の場合 (電源容量が500kVA以上の時)。
C)急激な電源電圧変化が生じる場合。

(例 )①複数のインパータが互いに短い母線で併設されている場合。

②サイリスタ変換器と互いに短い母線で併設されている場合。

③進相コンデンサの投入,釈放がある場合。

上記 A),B),C)のような場合には,電源電圧に対し,3%程度 (定格電流時の電圧降下)のリアクトルを電源側に挿入することを
お奨めしま魂

江ヽ EF■秤 衡率=剛 ×
詩 縫 辞

('列 )VRS=400V,VsT=407V,VTR=390V

電圧不平衡率=100×
義 =2潟 %

主要部品の寿命に

ついて

平滑コンデンサは部品内部で化学反応が行われ消耗するため,通常,約 5年で

交換が必要となりま魂 ただし,インバータを高温,重負荷などの環境では著しく

寿命が短くなりますのでご注意ください。

12時間/1日 で使用した場合,コンデンサの寿命は概略右図のようになりま或

この他,冷却ファンなどの寿命部品も「汎用インバータ定期点検のおすすめ」

(JEMA)に 添って交換してください。

周
囲
温
度

（℃
）

5

寿命時間 (年 )

0使 ナロよ〔―トノケンにつ (′ てヽ

汎用モートル
汎用モートルの過速度耐力は定格速度の120%2分間 (」 IS― C4004)で 魂 60Hzを超えて運転する場合はモートルの許容トルクや
軸受寿命や騒音,振動などを検討する必要があるため,モートルメーカにお問い合わせください。

ギヤモートル
潤滑方式やメーカにより連続使用回転範囲が異なりま魂 (特にオイル潤滑方式の低周波数域に注意)日立GXギヤモートルはグリー
ス潤滑方式のため,グリース潤滑能力はモートルの回転数が低下しても変らす 使用には制限がありません。

ル ーキ付モートル
インバータ駆動の場合,始動トルクが低下しますので,モートルの始動トルクでブレーキを釈放する方式のものは使用できません。
(日 立HBFブレーキは使用可能ですが,ブレーキ用電源は必ずインパータの一次イ貝Jから給電してください。)

樺数変換モートル
極数変換モートルには「定出力特性」「定トルク特性」等があり定格電流も異なりますので,モートルの最大電流を確認の上選定して

ください。極数の切換は,必ずモートルが停止してから行ってください。

水中モートル 定格電流が汎用モートルにくらべて大きくなりますので,インバータを選定される時に注意してください。

防爆形モートル

安全増防爆モートルのインバータによる運転は適していませんので耐圧防爆モートルとの組み合わせでご使用ください。なお,インバ

ータは,非防爆構造ですので安全な場所に設置してください。

耐圧防爆モートルをインバータで運転する場合は,1対 1での組み合わせによる検定 (「労働省産業安全研究所」の防爆検定 )
が必要です。そのため既設の耐圧防爆形モートルでもインバータで運転する場合は再度組み合わせ検定が必要となります。
インバータによる防爆モートルの運転範囲はモートルの銘板に表示された範囲を超えて使用することはできませんのでご注意願
いま魂

同期 (MS)モートル

高速モートル(HFM)

同期(MS)モートル,高速モートル(HFM)は相手機械に合わせた仕様で設計 ,製作する場合が多いため,インバータ選定時にはご
相談ください。

振動モートル

振動モートルは汎用モートルに比べ,公称出力(kW)が同じでも大きな始動及び定格電流になっていま魂 また,振動モートルの始
動及び定格電流はモートル軸に取り付けられている振動フライホイールかアンバランス荷量となっているため,振動用フライホイー
ルが1回転する時,モートル負荷電流もアンバランスとなりま現 したがって振動モートルの定格電流の2倍以上の電流がインバータ
の定格出力電流となるようにインバータを選定してください。

単相モートル

単相モートルはインバータで可変速運転するのに適していませんので三相モートルをごイ吏用ください。コンデンサ始動単相モートルは
モートル内のコンデンサに高周波電流が流れるためコンデンサが破損する恐れがあり,分相始動・反発始動モートルは内部の遠心
カスイツチが作動しないため,始動コイルが焼損することがありま魂

●ご照会事項

ご注文に際しては,次の事項をお知らせください。

ご使用機械 装置名,用途,硼  定格出力(kw),極 数,定格電圧(V),電流(A),周 波数(Hz),時間定格,インバータ仕様 …出力容量(kVA),入 力電源 (V),
制御方ぷ PWtt PA吼 電彫 電嗣 ,出 力醜 蜘 口m⊃ ,助 するモーWτ

ザ税留 科矧蓑目拝梶亀隼象軍丞ゴ卒7      
ルλ
58低減トルク,定 出力,低減出力など),始動頻度(運転サイクルほか),負荷の慣性モーメン|
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豊富なラインアップから
"用
途・目的に合わせて機種をお選びください。

各種モートルの駆動用として優れた操作性を持ち,
制御する機械の運転状況にフレキシブルに対応する日立インバータ。
生産性の向上,省力化,機械の自動化,省エネルギー化,製品の品質向上などにお役立てください。
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科
インバータに関する技術的なお問い合わせをお受けしていま丸
技術相談窓口●月～金 9:00～ 12:00,13:00～ 16:00

(だだし,祝 日,当社休日は除く)
雰将ル画面0120‐47‐9921 インバータK00シ リーズ インバータJ oOシ リーズ インバータ」200シ リーズ

°        ●ア

インバータJ300シ リーズ

シリーズ 特 長
容
量受
電

kVA 051 1 115125135155181HI16122133140150160175 100120150 8012201300

主な用途
※

kW・ 4P 021041075Ⅲ 5122137155175Ⅲ 5】を
53013714515517519010Ⅲ

32601220

L50シリーズ

コンノ〈クト

低騒音
機器組み込み

0コンパクトサイズで低騒音。配線などの操作性を考慮。

0ファン・ポンプ向けにPID制御を搭載 (多機能タイプのみ)
●盤内設置に適したコンタクタ構造を採用 (上側入力,下恨J出力)

単相1□8V

目喜本目280V

==本目200V

ファン,ポンプ,

空調機器 ,

クーリングタワー,

コンベアなど

」180シリーズ
小型・静か

&パワフル

●3Hz出 力時150%の高始動トルクでパワフル運転               r )
●IGBT採 用の静音タイプ

●コンパクトサイズ (128(W)× 170(H)× 93(D):0 4kW)で 全閉タイプ*

*単相200V、三相400V級は半閉鎖形

0二相200V級 はボリューム付きも品ぞろえ

ヨ喜本目200ヽノ

=本目200V

=本目488V

コンベヤ

搬送機械

工作機械

」200シリーズ 200%トルク
●汎用モートルで1:10の定トルクを実現,始動トルク200%(3Hz)で パワフル運転
●IGBT採 用の静音タイプ =本目200V 搬送機械 ,

各種自動機械など

」30ロシリーズ
静かツ ワヾフル&
インテリジェント

●lHz出 力時150%の高始動トルクでパワフル運転,しかもDSP採用で,高速応答。
●IGBT採 用の静音タイプ

。ファジィ加減速,自動省エネ運転などインテリジェント機能を搭載

=本目20日V
==本目400V (川頁次発1売予1定 )

昇降機,搬送機械 ,

各種工作,加工機 ,

ファンなど,ポンプなど

K100シリーズ 小型e簡単。全閉
●コンパクトサイズ(128(W)× 170(H)× 93(D):0 4kW)で全閉タイプ

。簡単操作で見やすいLED表示 =本目200V 搬送機械

食品機械,ほか

K070シリーズ
機器組み込み

ワンボードタイプ
。厚み(D寸 )をおさえた機器組み込み型ワンポードタイプ

ウ

単相100V

==本目200ヽ/

農業機械 ,

各種自動機械

VWS3(A)
シリーズ

標準型

ワイドな機育ヒ

構成

0 200V lkVAから400V300kVAま でのワイドレンジ

O S3Aシ リーズはリモートオペレータの接続も可含ヒ

O S3ARシリーズは周波数設定ポリュームより,アナログ感覚で設定が可能
O ETL対応機種も用意

==本目20日 ♂ヽ

==本目200ヽノ

=相400V

S3Aシリーズ      l    s3シ リーズ

S3ARシ リーズ

S3シリーズ            IFヨ 4シリース

ファン,ポンプ,

繊維機械 ,

かくはん機械 ,

食品機械 ,

各種自動機械 ,

搬送機械 ,ほか

」H308シリーズ
高周波

インバータ
(PWM常 !御 )

0200/400V級 8～ 75kVA 18機種のワイドな品ぞろえで最高周波数は1,000Hz =本目200V

=本目480V

(kVA)

(kVA)

工作機械 ,

木工機 ,ほか

ミ＼H
シリーズ

高周波インバータ
(PAW制御 )

。最大3,333Hzま で出力可能

。高信頼性のPAM制御方式 =本目280V □
工作機械,木工機 ,

半導体製造装置 ,

真空ポンプ

V2モートル
ベクトル制御

ドライブインバータ

。1■ 00広 範囲の速度制御が可能

0トルク制御が可能

。PI制御が可能

==本目200ヽ/

=本目40日V
伸線機,昇降機 ,

製缶機,搬送機 ,

繊維機械ほか
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